
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
昇
一
）

一
〇
四
　
（
二
八
六
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る

　
　
　
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
け
る
財
政
思
想
臼

箕
　
　
浦

格
　
良

　
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
従
へ
ぼ
そ
の
当
時
の
国
情
を
観
察
し
て
政
府
の
債
権
老
た
り
得
る
も
の
は
商
人
で
あ
る
。
従
っ
て
商
業
都
市
を
有

し
な
い
国
家
に
あ
ワ
て
は
公
債
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
商
人
は
公
債
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
資
本
８
貝
』

を
有
利
に
回
転
せ
ん
と
欲
し
そ
の
資
本
を
公
債
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
少
せ
し
め
ん
と
す
る
こ
と
よ
り
は
寧
ろ
資
本
の
増
確

を
目
的
と
し
て
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
商
業
都
市
を
有
す
る
国
家
に
あ
り
て
も
公
債
は
商
人
の
資
本
の
利
殖
に
有
利
な
る

条
件
に
よ
ら
な
げ
れ
ぼ
起
債
さ
れ
得
な
い
。
又
そ
の
発
展
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
と
な
し
、
戦
争
遂
行
の
為
の
国
家
経
費
調

達
の
手
段
と
し
て
増
税
に
よ
る
こ
と
よ
り
は
国
民
の
経
済
上
の
苦
痛
を
感
ぜ
ず
従
っ
て
そ
こ
に
は
国
民
の
抵
抗
が
少
な
い
公
債
に
よ

っ
て
行
う
方
が
容
場
で
あ
ワ
一
時
に
巨
額
の
資
金
の
調
達
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
然
し
な
が
ら
平
時
の
行
政
費
の
不
足

に
対
す
る
臨
時
費
に
っ
い
て
之
が
補
填
を
は
か
ら
ん
と
し
て
新
し
い
租
税
を
創
設
す
る
こ
と
に
っ
い
て
の
国
民
の
抵
抗
を
お
そ
れ
て



減
債
基
金
を
流
用
せ
ん
と
す
る
。
こ
の
悪
用
は
公
債
償
還
の
延
期
と
な
っ
て
も
国
民
の
抵
抗
は
少
な
い
の
で
簡
単
に
し
て
容
易
な
る

方
法
で
は
あ
る
が
危
険
に
し
て
破
壊
的
な
る
方
法
で
あ
る
と
論
じ
之
を
戒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

公
債
が
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
た
の
は
一
六
八
八
年
か
ら
一
六
九
七
年
の
と
き
で
あ
っ
た
。
即
ち
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
現
在
の
巨
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

負
債
の
基
礎
が
は
じ
め
て
置
か
れ
た
の
は
一
六
八
八
年
に
は
じ
ま
り
一
六
九
七
年
リ
ス
ウ
ェ
イ
ク
射
壱
色
Ｏ
斤
条
約
を
以
て
終
結
し

た
る
戦
争
の
と
き
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
こ
の
永
久
公
債
の
起
債
と
い
う
破
壌
的
な
る
手
段
を
採
用
し
て

以
来
平
和
の
時
代
に
お
げ
る
公
債
の
削
減
が
戦
時
に
お
げ
る
公
債
の
累
積
と
比
較
す
る
こ
と
の
で
き
る
程
度
に
な
っ
た
こ
と
は
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ま
で
且
っ
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
公
債
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
累
積
過
程
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
「
ニ
ハ
九
七
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
債
は
長
期
公
債
及
び
不
確
定
公
債
を
合
し
て
二
一
、
五
一
五
、
七
四
ニ
ポ
ソ
ド
ニ
ニ

シ
リ
ソ
グ
八
ベ
ン
ス
ニ
分
の
一
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
等
の
公
債
の
大
部
分
は
短
期
公
債
で
あ
り
先
借
に
も
と
づ
い
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
一
部
分
は
終
身
年
金
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
れ
等
の
公
債
は
一
七
〇
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
年
未
満
の
問
に

お
い
て
そ
の
一
部
は
償
還
せ
ら
れ
又
そ
の
一
部
は
国
庫
に
帰
属
し
そ
の
額
は
五
、
二
二
、
〇
四
一
ポ
ソ
ド
ニ
一
シ
リ
ソ
グ
Ｏ
ペ
ソ

ス
四
分
の
三
で
あ
っ
た
。
即
ち
一
六
九
七
年
か
ら
一
七
〇
一
年
ま
で
の
問
に
お
い
て
五
百
万
ポ
ン
ド
強
の
減
少
を
み
た
の
で
あ
る
が
、

い
ま
ま
で
こ
の
よ
う
た
巨
額
の
債
務
が
短
期
問
に
減
少
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
公
債
の
残
高
は
一
六
、
三
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

四
、
七
〇
一
ポ
ソ
ト
一
シ
リ
ソ
グ
七
ベ
ソ
ス
四
分
の
一
に
汰
っ
た
」
と
述
べ
て
そ
の
後
に
お
け
る
戦
時
公
債
の
累
積
の
増
減
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
つ
い
て
詳
細
な
る
検
討
が
加
へ
ら
れ
て
い
る
。

　
斯
く
し
て
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
短
期
公
債
、
長
期
公
債
の
両
者
を
合
せ
て
実
に
巨
額
な
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
後
相
次
い
て
発
生
す
る
戦
争
は
益
々
公
債
の
累
積
を
増
大
せ
し
め
て
い
る
。
然
し
公
債
は
償
還
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
、
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
環
論
の
展
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
一
〇
五
　
（
二
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
二
八
八
）

が
戦
争
の
継
続
中
は
公
債
の
償
還
計
画
を
樹
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
平
時
に
お
い
て
そ
の
償
還
計
画
が
樹
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
戦
争
経
費
を
巨
額
な
る
公
債
に
よ
っ
て
負
担
す
れ
ぼ
平
時
に
な
っ
て
も
そ
の
負
担
は
継
続
す
る
も
の
で

あ
る
。
即
ち
公
債
は
す
べ
て
そ
の
利
子
を
支
払
は
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
短
期
公
債
は
元
本
の
償
遠
に
迫
ま
ら
れ
て
い

る
。
長
期
公
債
は
長
期
に
亘
っ
て
公
債
の
存
続
す
る
か
ぎ
り
利
子
の
支
払
が
継
続
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

財
源
を
な
す
も
の
は
租
税
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
公
債
償
還
の
目
的
で
設
定
せ
ら
れ
た
る
減
債
基
金
は
一
般
に
は
利
子
の
引
下
げ
に

よ
っ
て
造
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
減
債
基
金
は
利
子
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
減
債
を
目
的
と

す
る
租
税
の
剰
余
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
減
債
基
金
を
増
加
す
る
目
的
を
も
っ
て
利
子
引
下
げ
の
政
策

が
採
ら
れ
て
い
る
。
又
累
積
す
る
公
債
の
償
却
手
段
と
し
て
新
規
公
債
と
の
借
換
、
短
期
公
債
の
長
期
公
債
へ
の
借
換
な
ど
の
政
策

が
採
ら
れ
て
い
る
。
然
し
公
債
の
償
還
は
主
と
し
て
公
債
利
子
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
行
な
は
れ
、
又
特
定
の
租
税
に
よ
り
行
な
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

た
の
で
あ
っ
て
経
常
費
の
節
約
に
よ
っ
て
負
担
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ぼ
平
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

に
お
け
る
行
政
費
の
不
足
に
対
す
る
減
債
基
金
か
ら
の
流
用
は
悪
用
で
あ
る
と
な
し
、
こ
れ
ま
で
に
一
般
行
政
費
の
節
約
に
よ
っ
て

減
債
さ
れ
た
る
金
額
は
極
め
て
少
な
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
現
在
の
状
態
の
如
き
経
常
収
入
に
よ
っ
て
為
す
こ
と
の
で
き
る
節
約
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

っ
て
公
債
が
完
全
に
償
遺
さ
れ
て
し
ま
う
と
期
待
す
る
こ
と
は
全
く
の
空
想
で
あ
る
」
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
即
ち
Ａ
・
ス
ミ
ス
に

よ
れ
ぼ
租
税
に
よ
っ
て
戦
争
経
費
が
調
達
さ
れ
る
と
き
は
国
民
の
経
済
的
苦
痛
は
大
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
戦
争
終
結
と
と
も

に
戦
争
経
費
に
充
当
せ
ら
れ
て
い
る
租
税
は
廃
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
又
そ
の
他
の
租
税
に
し
て
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
資
本

の
蓄
積
力
は
回
復
す
る
も
の
で
あ
る
が
戦
争
経
費
調
達
の
手
段
を
公
廣
に
よ
る
と
き
は
そ
れ
は
容
坊
な
る
手
段
で
あ
る
が
平
和
が
回

復
さ
れ
て
公
債
の
発
行
が
停
止
さ
れ
て
も
公
債
の
利
子
の
支
払
は
一
般
課
税
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
負
担
は
継



続
す
る
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

そ
れ
だ
げ
資
本
蓄
積
力
を
阻
害
す
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
　
リ
ス
ウ
ェ
イ
ク
は
ヘ
ィ
グ
に
近
い
オ
ラ
ン
ダ
南
部
の
村
で
、
リ
ス
ウ
ェ
イ
ク
条
約
は
ル
イ
十
四
世
と
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
締
結
せ

　
ら
れ
た
平
和
条
約
で
あ
る
。
　
（
大
内
兵
衛
課
「
國
富
論
」
　
田
　
四
〇
頁
）

（
２
）
ト
監
昌
ｃ
。
邑
芦
オ
邑
亭
ｏ
｛
オ
き
◎
量
君
．
。
。
轟
あ
ギ

（
３
）
声
３
昌
ｏ
つ
旨
葦
し
ミ
ニ
り
．
・
。
ミ

（
４
）
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
一
七
〇
二
年
に
開
始
せ
ら
れ
ウ
ト
レ
ヒ
ト
鼻
冒
ｏ
巨
条
約
に
よ
っ
て
終
結
し
た
戦
争
に
お
い
て
公
債
は
尚
一
層

　
の
累
積
を
み
た
の
で
あ
る
。
一
七
一
四
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
い
て
公
債
は
五
三
、
六
八
一
、
〇
七
六
ポ
ン
ド
五
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
一
二

　
分
の
一
に
の
ぽ
っ
た
。
南
海
会
杜
基
金
に
対
し
て
長
期
年
金
及
び
短
期
年
金
を
繰
り
入
れ
た
た
め
に
更
に
元
金
が
増
大
し
て
一
七
二
二
年
十
二

　
月
三
十
一
日
に
は
そ
れ
は
五
五
、
二
八
二
、
九
七
八
ポ
ソ
ド
一
シ
リ
ン
グ
三
ベ
ソ
ス
六
分
の
五
に
な
っ
た
。
公
債
の
傲
遺
は
一
七
二
三
年
に
は

　
じ
め
ら
れ
た
が
極
め
て
ゆ
っ
く
り
と
っ
づ
け
ら
れ
た
の
で
十
七
年
に
亘
る
極
め
て
平
和
な
時
代
を
経
て
一
七
三
九
年
十
二
月
三
十
一
日
に
至
り

　
て
も
現
実
に
傲
還
さ
れ
た
額
は
八
、
三
二
八
、
三
五
四
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ソ
グ
一
一
ペ
ン
ス
一
二
分
の
三
に
過
ぎ
た
か
っ
た
。
そ
の
時
の
公
債

　
の
元
本
は
四
六
、
九
五
四
、
六
二
三
ポ
ン
ド
三
シ
リ
ソ
グ
四
ベ
ン
ス
一
二
分
の
七
で
あ
っ
た
。
　
（
声
ま
昌
ｃ
つ
昌
｝
戸
§
～
．
一
ｐ
ｏ
。
ベ
ト
．
）
　
一
七
三

　
九
年
に
始
ま
っ
た
ス
ベ
イ
ン
戦
争
弓
ぎ
Ｏ
Ｏ
寝
巨
Ｏ
っ
プ
考
胃
及
び
そ
れ
に
っ
づ
い
た
フ
ラ
ン
ス
戦
争
弓
ぎ
～
９
｝
オ
胃
に
お
い
て
は
尚
一

　
層
公
債
が
蛸
大
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
が
エ
ー
ク
ス
ニ
フ
・
シ
ャ
ベ
ル
と
〆
迂
Ｏ
ぎ
肩
豪
条
約
に
よ
っ
て
一
七
四
八
年
十
二
月
三
十

　
一
日
終
結
し
た
と
き
公
債
は
七
八
、
二
九
三
、
三
二
ニ
ポ
ソ
ド
一
シ
リ
ン
グ
一
〇
ベ
ン
ス
四
分
の
三
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
先
十
七
年
も

　
の
問
っ
づ
い
て
き
た
極
め
て
平
和
な
時
代
を
逝
じ
て
減
少
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
た
も
の
は
八
、
三
二
八
、
三
五
四
ポ
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
一
一

　
ペ
ソ
ス
一
二
分
の
三
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
九
年
問
し
か
続
か
な
か
っ
た
戦
争
に
よ
っ
て
州
大
し
た
も
の
は
三
一
、
三
三
八
、

　
六
八
九
ポ
ン
ド
一
八
シ
リ
ン
グ
六
ベ
ン
ス
六
分
の
一
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
〔
盲
昌
窃
勺
◎
Ｏ
り
自
¢
亭
ミ
～
首
一
｝
｛
Ｏ
Ｄ
８
『
Ｋ
Ｏ
｛
事
¢
Ｏ
目
巨
－
Ｏ
冨
く
¢
■
目
９

　
弓
・
亀
・
Ｈ
お
山
畠
・
崖
一
　
ｓ
ト
・
○
。
○
○
・
〕
（
ト
註
昌
ｃ
○
昌
饒
Ｆ
ミ
｝
ｐ
ｏ
◎
違
・
）
ベ
ラ
ム
　
勺
９
ま
旨
の
施
政
期
問
中
に
あ
っ
て
公
貨
の
利
子

　
の
率
は
四
バ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
バ
ー
セ
ソ
ト
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
。
又
少
く
と
も
そ
の
利
子
率
切
り
下
げ
の
措
雌
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
た
め
減
債
基
金
が
瑚
加
し
、
公
債
の
一
部
が
償
遠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
七
五
五
年
こ
の
ま
え
の
戦
争
開
始
前
イ
ギ
リ
ス
の
長
期
公
債

　
は
七
二
、
二
八
九
、
六
七
三
ポ
ソ
ド
に
の
ぼ
っ
た
。
〔
↓
プ
Ｏ
勺
鳥
乙
Ｏ
¢
暮
Ｃ
っ
試
訂
◎
｛
亭
の
之
９
一
◎
Ｐ
巾
胃
ご
Ｏ
己
胃
与
考
－
け
プ
『
窃
り
０
９
ａ
ヰ
Ｏ
Ｏ
↓
轟
ｑ
９

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
げ
る
公
廣
に
関
す
る
理
論
の
殴
開
皿

（
箕
浦
）
　
　
　
一
〇
七

（
二
八
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
号
）

一
〇
八
　
（
二
九
〇
）

雲
墨
篶
男
ｇ
８
等
二
邑
ｐ
『
霧
己
。
＆
ざ
亭
ｏ
ら
長
彗
｛
げ
ｏ
け
げ
｝
Ｈ
◎
易
霧
◎
｛
霊
昌
ｐ
昌
彗
け
．
一
豪
。
・
（
乏
『
ミ
彗
昌
ｑ
竃
亭
¢
畠
冒
ｇ
昌

ｏ
ｈ
ｏ
８
長
ｏ
○
『
彗
＜
自
¢
げ
ｋ
幸
－
Ｈ
豪
昌
穴
８
ｋ
）
一
〇
．
Ｎ
０
。
〕
一
七
六
三
年
一
月
五
日
平
和
回
復
の
と
き
に
お
け
る
長
期
公
債
は
二
二
一
、
六
〇

三
、
三
三
六
ポ
ン
ド
八
シ
リ
ン
グ
ニ
ベ
ン
ス
四
分
の
一
に
な
っ
た
。
〔
声
箏
箒
易
◎
Ｐ
９
§
§
ミ
§
　
Ｏ
◎
乙
り
房
Ｏ
ユ
冥
ミ
ぎ
芦
〕
そ
う
し
て
短
期
公

債
は
二
二
、
九
二
七
、
五
八
九
ホ
ン
ド
ニ
シ
リ
ン
グ
ニ
ベ
ン
ス
と
い
は
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
戦
争
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
経
費
の

負
担
は
平
和
が
締
結
せ
ら
れ
て
も
終
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
〔
。
。
戊
巨
亭
¢
異
肩
豪
窃
◎
｛
亭
ｏ
ミ
｝
ｈ
畠
ｑ
昌
け
８
霧
ｏ
ま
亭
豪
◎
り
ｏ
５
饒
昌
、
、
・

－
９
ミ
ぎ
き
、
§
。
§
・
ｐ
戸
〕
　
そ
の
た
め
一
七
六
四
年
一
月
五
日
に
は
一
部
は
新
規
の
起
債
行
為
に
よ
り
一
部
は
短
期
公
債
を
長
期
公
債
に
借

換
し
て
、
〔
§
ミ
ら
．
岬
〕
　
長
期
公
債
は
増
加
し
二
一
九
、
五
八
六
、
七
八
九
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
一
ベ
ニ
ー
四
分
の
三
に
増
大
し
て
き
た
。

一
掌
・
§
・
§
募
阻
く
・
ニ
ニ
｝
・
Ｏ
昌
ま
§
ぎ
：
｛
ぎ
琴
。
。
旨
、
。
・
Ｏ
。
昌
旨
．
馨
９
戸
Ｏ
．
Ｈ
嚢
二
・
一
．
ぎ
Ｐ
ｃ
・
。
・
旨
阜
◎
＝
。
。
ｏ
Ｈ
．

↓
ぎ
、
。
｝
ｑ
．
乙
っ
ぎ
己
ｑ
げ
ｏ
、
。
十
ｐ
、
、
〕
そ
れ
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
と
財
政
に
関
す
る
極
め
て
博
識
た
著
者
に
よ
れ
ば
〔
９
§
迂
“
ミ
ぎ
§
§
§
“

宇
、
き
、
ミ
～
婁
ミ
§
§
県
ミ
吻
き
ミ
覧
§
§
～
§
き
§
§
ミ
吻
県
ミ
§
ミ
り
ぎ
ぎ
ミ
ミ
§
§
唐
ｏ
こ
・
、
ぎ
§
雫
§
ト
§
ぎ
§
こ
ざ
“
身

吻
ぎ
§
“
ざ
Ｓ
ミ
ぎ
之
§
県
“
“
“
ｂ
§
§
げ
く
↓
ぎ
昌
■
器
考
罫
け
Ｏ
々
一
Ｈ
寓
９
Ｐ
竃
・
　
こ
の
書
は
０
８
蟹
Ｏ
Ｏ
ｈ
彗
く
自
¢
の
著
書
と
し
ば
し
ば
い

は
れ
て
い
る
〕
。
そ
の
年
そ
の
翌
年
の
計
算
に
し
め
さ
れ
た
短
期
公
債
は
九
、
九
七
五
、
〇
一
七
ポ
ン
ド
ニ
一
シ
リ
ソ
グ
ニ
ベ
ン
ス
四
四
分
の

一
五
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
一
七
六
四
年
に
お
げ
る
イ
ギ
リ
ス
の
短
期
公
債
、
長
期
公
債
の
合
計
は
こ
の
著
者
に
よ
れ
ば
二
二
九
、
五
ニ
ハ
、

八
〇
七
ポ
ン
ド
ニ
シ
リ
ン
グ
四
ベ
ン
ス
に
達
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
一
七
五
七
年
に
新
規
の
公
債
の
応
募
者
に
奨
励
金
と

し
て
与
へ
た
終
身
年
金
は
十
四
年
問
の
年
金
価
格
を
以
て
購
売
価
格
と
し
て
算
定
す
る
と
四
七
二
、
五
〇
〇
ポ
ソ
ド
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
一
七
六
一
年
及
び
一
七
六
二
年
に
お
い
て
同
じ
く
奨
励
金
と
し
て
与
へ
ら
れ
た
長
期
年
金
は
二
十
七
年
半
の
問
の
そ
の
購
売
価
格
を
以
て

計
箪
し
て
六
、
八
二
六
、
八
七
五
ポ
ン
ド
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
ｏ
§
込
皆
§
ぎ
§
一
ｐ
占
　
慎
重
な
る
真
実
の
ベ
ラ
ム
の
愛
国
的
行
政

に
お
い
て
も
六
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
の
古
い
公
依
を
傲
遮
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
こ
れ
と
殆
ん
ど
同
じ
期
問
っ
づ

い
た
職
争
の
た
め
に
七
、
五
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
こ
へ
る
新
規
の
公
依
が
起
伐
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
声
３
昌
ｃ
っ
昌
一
Ｆ
嚢
ト
暑
．
ミ
｛
－
ミ
ｃ
・
．
）

一
七
七
五
年
一
月
五
日
イ
ギ
リ
ス
の
長
期
公
依
は
二
一
四
、
九
九
六
、
○
八
六
ポ
ン
ド
一
シ
リ
ン
グ
六
ベ
ン
ス
四
分
の
一
と
た
っ
た
。
短
期
公

僚
は
巨
額
の
皇
室
炊
を
除
い
て
四
、
　
一
五
〇
、
二
三
六
ポ
ン
ド
三
シ
リ
ソ
グ
一
一
ベ
ン
ス
八
分
の
七
と
な
っ
た
。
こ
の
双
方
を
合
餌
す
る
と
一

二
九
、
一
四
六
、
三
二
ニ
ポ
ン
ド
五
シ
リ
ン
グ
六
ベ
ソ
ス
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
計
算
に
よ
っ
て
み
れ
ぱ
十
一
年
閉
の
平
和
な
時
代
を

通
じ
て
倣
還
さ
れ
た
公
佼
は
僅
か
に
一
〇
、
四
一
五
、
四
七
四
ポ
ソ
ド
一
六
シ
リ
ン
グ
九
ベ
ン
ス
八
分
の
七
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。



　
こ
の
僅
か
な
金
額
の
償
還
で
さ
へ
そ
れ
が
す
べ
て
国
家
の
経
常
収
入
の
節
約
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
経
常
収
入
と
は
全
く
関

　
係
の
な
い
い
く
つ
か
の
外
部
か
ら
の
金
額
が
与
づ
か
っ
て
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
之
等
の
も
の
は
地
租
の
ポ
ソ
ド
税
亭
ｏ
り
昌
目
ｑ
Ｈ
彗
ｐ

　
け
賢
に
対
し
て
一
シ
リ
ン
グ
を
追
加
し
て
徴
収
し
東
印
度
会
杜
か
ら
土
地
を
獲
得
し
た
暗
傲
と
し
て
う
け
と
っ
た
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
及
び
イ
ン

　
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
そ
の
特
許
状
の
更
新
に
当
っ
て
う
げ
と
っ
た
一
一
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
外
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
戦
利
品
の
利
益
金
　
六

　
九
〇
、
四
四
九
ポ
ソ
ド
一
八
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
ス
人
俘
虜
に
対
す
る
賠
償
金
　
六
七
〇
、
Ｏ
○
○
ポ
ン
ド
、
割
譲
諸
島
の
売
却
に

　
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
　
九
五
、
五
〇
〇
ポ
ン
ド
、
こ
の
合
計
　
　
一
、
四
五
五
、
九
四
九
ポ
ソ
ド
一
八
シ
リ
ン
グ
九
ベ
ン
ス
で
、
こ
れ
が
主
な
る

　
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
前
の
戦
争
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
戦
争
経
費
の
中
か
ら
挫
除
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
の

　
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
我
々
が
こ
の
金
額
に
チ
ャ
タ
ム
伯
亭
ｏ
墨
二
◎
－
Ｏ
ぎ
叶
ぎ
旨
及
び
カ
ル
ク
ラ
フ
ト
Ｏ
巴
ｏ
Ｓ
津
の
会
計
残
高
と

　
そ
の
他
同
じ
種
類
の
軍
事
費
の
節
約
と
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
東
印
度
会
杜
よ
り
の
収
入
及
び
地
租
の
ポ
ン
ド
税
の
徴
収
金
を
加
へ
る
な
ら

　
ぼ
そ
の
全
額
は
五
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
を
超
へ
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
平
和
が
回
復
し
て
か
ら
国
家
の
経
常
収
入
に
お
げ
る
節
約
に
よ
っ
て

　
公
債
の
賞
遮
に
当
て
ら
れ
た
も
の
は
年
々
平
均
し
て
年
額
五
〇
万
ポ
ン
ド
に
は
及
ぼ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
平
和
が
回
復
し
て
か
ら
減
債
某
金

　
は
か
な
り
増
加
し
て
き
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
償
還
さ
れ
た
公
債
が
あ
り
、
償
還
の
公
債
の
利
率
が
四
バ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
三

　
バ
ー
セ
ン
ト
に
引
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
期
限
の
到
来
し
た
る
終
身
年
金
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
平
和
が
継
続
し
て
い
た
な
ら

　
ぱ
こ
の
基
金
の
た
か
か
ら
公
債
の
倣
却
の
た
め
に
毎
年
約
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
位
は
、
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。
昨
年

　
中
に
は
更
に
一
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
が
償
還
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
未
払
皇
室
費
に
対
す
る
倹
務
が
坤
大
し
て
い
る
。
そ
う
し
て

　
今
我
々
は
新
し
い
戦
争
の
渦
中
に
あ
り
、
こ
の
戦
争
経
費
は
今
迄
の
諸
戦
争
に
も
ま
し
て
経
費
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。
　
〔
こ
の

　
戦
争
が
今
迄
の
諾
戦
争
に
比
較
し
て
そ
の
経
費
が
珊
大
す
る
こ
と
は
事
実
と
な
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
た
め
我
国
は
更
に
一
億
ポ
ソ
ド
の
公
債

　
が
棚
大
し
た
。
十
一
年
に
わ
た
る
平
和
の
時
代
を
逓
じ
て
償
遮
さ
れ
た
公
債
は
一
、
○
○
○
万
ポ
ソ
ド
を
少
し
超
へ
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
又
七
年
戦
争
中
に
も
一
億
ポ
ン
ド
を
超
へ
る
公
廣
が
払
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
　
（
こ
の
註
は
は
じ
め
て
第
三
版
に
現
れ
て
い
る
）
〕
。
次
の
会
戦
が

　
終
る
ま
で
に
起
債
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
忠
は
れ
る
公
倹
の
み
に
て
も
国
家
の
経
常
収
入
を
節
約
し
て
償
遮
さ
れ
た
公
倹
の
総
瀬
以
上
に
な
る
も

　
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
＞
夢
旨
○
○
昌
岸
７
ミ
｝
暑
．
ｏ
。
富
－
ｏ
。
葛
．
）
」
　
と
述
べ
て
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
戟
争
公
廣
の
累
秩

　
と
そ
の
倣
却
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

（
５
）
ま
９
昌
○
つ
邑
言
ミ
｝
冒
。
。
§
・
。
違
あ
ヨ
註
（
４
）

Ａ
・
ス
、
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
げ
る
公
廣
に
関
す
る
理
論
の
憂
開
皿

（
箕
浦
）
　
　
　
　
〇
九

（
二
九
一
）



　
　
立
命
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学
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（
６
）
　
声
３
昌
ｃ
つ
昌
１
｝
戸
ミ
ト
Ｐ
ｏ
ｏ
事
．
　
註
（
４
）

（
７
）
　
声
萱
昌
．
ｃ
つ
昌
岸
斤
ミ
～
．
一
Ｐ
ｏ
ｏ
べ
ｃ
ｏ
．
　
註
（
４
）

（
８
）
き
～
旨
ｃ
つ
邑
言
ミ
｝
Ｐ
・
。
べ
９

（
９
）
　
井
手
文
雄
著
　
新
版
増
訂
「
古
典
學
派
の
財
政
論
」

二
八
五
頁

一
〇
　
（
二
九
二
）

穴

　
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
あ
り
て
は
国
家
活
動
は
す
べ
て
不
生
産
的
労
働
で
あ
り
、
従
っ
て
不
生
産
的
な
る
国
家
活
動
遂
行
に
必
要
な
る
…

家
経
費
は
す
べ
て
不
生
産
的
消
費
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
Ａ
．
ス
、
・
・
ス
は
国
家
の
必
要
経
費
が
租
税
に
よ
っ

て
充
当
せ
ら
れ
る
と
き
は
不
生
産
的
労
働
を
不
生
産
的
部
門
か
ら
他
の
不
生
産
的
部
門
に
転
換
す
る
の
み
で
あ
り
之
が
公
債
に
よ
っ

て
調
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
戦
時
中
国
民
が
節
約
を
っ
づ
け
得
る
と
い
う
利
益
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
租
税
に
比
較
し
て
公
債
は
旧

資
本
を
破
壌
す
る
こ
と
が
大
で
あ
る
が
然
し
新
し
い
資
本
の
蓄
積
又
は
獲
得
に
対
す
る
害
が
少
な
い
。
従
っ
て
国
家
の
浪
費
と
乱
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
た
め
に
杜
会
の
総
資
本
の
な
か
に
発
生
す
る
亀
裂
を
国
民
の
節
約
と
勤
労
と
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
戦
争
経
費

が
租
税
に
よ
っ
て
充
当
せ
ら
れ
る
な
ら
ぼ
そ
の
租
税
は
終
戦
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
公
債
に
比
較
し
て
個
人
の
蓄
積

力
も
戦
時
中
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
平
和
の
閉
は
そ
れ
が
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
戦
争
は
必
ず
し
も
古
い
資
本
の
破
壊
を
お

こ
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
又
平
和
は
新
し
い
資
本
の
蓄
積
を
大
な
ら
し
め
た
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
戦
争
は
速
か
に
終
結
し
慎
重
に

始
め
ら
れ
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
同
民
が
戦
争
期
閉
中
の
負
担
が
全
部
白
己
に
帰
属
す
る
と
感
ず
る
な
ら
ぼ
程
な
く
そ
れ
に

あ
き
る
で
あ
ろ
う
。
又
因
家
は
国
民
を
よ
ろ
こ
ぼ
せ
る
た
め
必
要
以
上
に
戦
争
を
な
が
び
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
戦
争

に
よ
る
負
担
が
重
く
不
可
避
的
な
も
の
で
あ
る
と
予
想
す
る
な
ら
ぼ
国
民
も
戦
争
に
よ
っ
て
獲
得
す
べ
き
真
の
確
実
な
る
利
益
が
な



い
と
き
は
み
だ
り
に
戦
争
を
要
望
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
個
人
の
蓄
積
す
る
能
力
が
あ
る
程
度
そ
こ
な
は
れ
る
期
間
は

稀
に
し
か
発
生
し
な
く
な
り
又
戦
争
継
続
期
問
は
比
較
的
短
期
に
終
る
こ
と
に
。
な
る
。
公
債
に
よ
り
戦
争
経
費
の
調
達
さ
れ
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

に
比
較
し
て
そ
の
能
力
が
最
も
活
発
で
あ
る
期
問
は
は
る
か
に
長
く
っ
づ
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
う
し
て
公
債
が
一
定
の
進
歩
を

と
げ
る
と
公
債
の
た
め
に
増
加
す
る
租
税
は
戦
時
中
に
他
の
制
度
が
そ
こ
な
う
と
同
じ
程
度
に
平
時
に
お
い
て
さ
へ
個
人
の
蓄
積
能

力
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
現
在
の
平
時
収
入
は
年
額
一
〇
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
収
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

が
自
由
に
し
て
抵
当
に
入
っ
て
い
な
い
な
ら
ぼ
こ
の
金
額
は
適
切
に
運
用
す
れ
ぼ
少
し
も
起
債
を
な
さ
な
く
て
も
勇
壮
な
る
戦
争
を

な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
現
在
の
平
和
な
る
時
代
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
個
人
の
収
入
が
負
担
す
る
程
度
と
そ

の
蓄
積
能
力
が
害
さ
れ
て
い
る
程
度
と
は
公
債
と
い
う
有
害
な
る
制
度
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ぼ
戦
争
経
費
の
最
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

き
い
と
き
の
程
度
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
、
之
に
っ
い
で
公
債
の
利
子
の
支
払
は
右
手
が
之
を
払
っ
て
左
手
に
渡
た
る
も
の
で
あ
る

と
い
は
れ
て
き
た
。
そ
う
し
て
貨
幣
は
そ
の
国
か
ら
で
て
い
く
も
の
で
は
な
い
。
国
民
の
一
が
国
民
の
他
の
一
に
そ
の
収
入
の
一
部

が
移
転
し
て
い
く
の
み
で
あ
っ
て
国
民
は
少
し
も
貧
し
く
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
重
商
主
義

昌
胃
Ｏ
竃
巨
Ｏ
。
り
壱
箒
昌
に
よ
る
詑
弁
で
あ
る
。
こ
の
説
は
す
べ
て
の
公
債
は
そ
の
国
の
国
民
に
対
す
る
負
債
で
あ
る
と
仮
定
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
も
と
よ
り
真
実
な
る
も
の
で
は
な
い
。
オ
ラ
ソ
ダ
そ
の
他
数
個
国
の
国
民
が
イ
ギ
リ
ス
公
債
を
相
当
多
額
に
所
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
債
務
が
そ
の
国
の
国
民
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
も
、
そ
の
た
め
に
そ
れ
が
有
岱
の
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
論
じ
、
公
債
の
一
部
又
は
全
部
が
内
国
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
よ
う
と
外
国
人
に
よ
っ
て
所

有
さ
れ
よ
う
と
そ
の
効
果
に
何
等
の
差
異
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
即
ぢ
公
債
の
利
子
の
支
払
は
流
通
過
租
の
こ

と
で
あ
っ
て
単
に
国
民
の
収
入
の
或
る
都
分
か
ら
他
の
部
分
に
移
転
し
て
い
く
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
国
民
全
体
と
し

　
　
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
一
一
一
　
（
二
九
三
）
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て
は
公
債
の
利
子
の
負
担
に
よ
っ
て
窮
乏
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
す
る
は
誤
り
で
あ
り
、
こ
れ
は
公
債
の
所
有
者
が
内
国
人
た

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
現
実
に
は
公
債
は
外
国
人
に
よ
っ
て
も
多
く
所
有
さ
れ
て
い
る
。
故
に
公
債
利
子
の
支
払
が
国
内
に
、

お
げ
る
所
得
の
移
転
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
説
明
は
誤
り
で
あ
る
。
公
債
が
す
べ
て
内
国
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
と
考
へ
て
も

こ
の
意
見
は
成
立
し
な
い
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
即
ち
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
あ
り
て
は
利
子
を
支
払
う
と
き
の
作
用
は
一
国
内
の
生
産
力

を
阻
害
す
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
租
税
と
公
廣
の
効
果
を
比
較
し
て
戦
争
経
費
調
達
の
手
段
と
し
て
そ

の
優
劣
を
検
討
し
て
租
税
を
優
秀
な
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
に
あ
り
て
も
公
債
の
累
積
的
作
用
を
う
れ
い
、
租
税
と
公
債
に
っ
い
て
の
効
果
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。
Ｄ
・

リ
カ
ァ
ド
オ
に
従
へ
ぼ
「
巨
額
の
負
債
を
累
積
せ
し
め
た
園
は
、
最
も
不
自
然
た
る
地
位
に
置
か
れ
る
。
而
し
て
租
税
金
額
及
び
騰

貴
せ
る
螢
働
の
傾
格
は
、
こ
れ
等
の
税
を
納
め
る
と
い
ふ
、
避
く
べ
か
ら
ざ
る
不
利
盆
を
除
げ
ぼ
、
外
國
と
の
闘
係
に
於
て
、
他
に

何
等
の
不
利
盆
を
そ
の
國
に
蒙
ら
し
め
た
い
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
蒙
ら
し
め
ぬ
と
私
は
信
ず
る
げ
れ
ど
も
、
而
か
も
猶
ほ
、
各
納
税

者
に
取
っ
て
は
、
そ
の
肩
を
負
摺
か
ら
抜
き
、
こ
の
支
綿
を
己
れ
自
身
か
ら
他
人
へ
轄
嫁
す
る
こ
と
が
、
そ
の
利
盆
と
な
る
。
而
し

て
己
れ
自
身
と
そ
の
資
本
と
を
斯
る
負
摺
を
免
る
べ
き
他
國
に
移
さ
ん
と
す
る
誘
惑
は
、
終
に
抗
拒
し
難
き
も
の
と
な
っ
て
、
人
が

そ
の
出
生
の
土
地
を
去
り
、
少
時
の
追
憶
を
件
ふ
場
所
を
去
る
に
當
っ
て
常
に
感
ず
る
、
白
然
の
嫌
厭
の
情
に
打
ち
克
っ
に
至
る
の

で
あ
る
。
こ
の
不
白
然
な
る
制
度
に
件
ふ
困
難
の
渦
中
に
陥
つ
た
國
に
取
つ
て
は
、
そ
の
財
廉
中
か
ら
負
債
償
却
の
爲
め
必
要
な
る

べ
き
部
分
を
犠
牲
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
身
脱
げ
す
る
の
が
賢
明
の
慮
置
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
一
個
人
に
あ
っ
て
賢
明
な
る
こ
と
は
、

一
國
民
に
あ
っ
て
も
同
じ
く
賢
明
な
る
こ
と
で
あ
る
。
五
〇
〇
膀
の
所
得
を
生
ず
る
一
〇
、
○
○
○
確
を
所
有
し
て
、
そ
の
中
か
ら

年
々
負
債
の
利
息
を
支
沸
は
ね
ば
な
ら
ぬ
人
は
、
實
は
八
、
○
○
○
確
の
資
産
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
引
綾
き
年
々



一
〇
〇
膀
を
支
沸
つ
て
も
、
或
は
一
時
に
、
一
同
限
り
二
、
○
○
○
確
を
犠
牲
に
し
て
も
、
そ
の
貧
富
は
愛
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
併
し
、

人
は
問
ふ
、
彼
れ
が
こ
の
二
、
○
○
○
確
を
得
ん
が
馬
め
に
寮
却
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
そ
の
財
芹
の
購
買
者
は
、
果
し
て
何
慮
に
居

る
の
で
あ
ら
う
か
と
ｃ
答
へ
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
二
、
○
○
○
膀
を
受
取
る
べ
き
國
の
債
樫
方
は
、
そ
の
資
金
の
爲
め
に
投
資
の

途
を
求
め
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
之
を
地
主
ま
た
は
製
造
業
者
に
貸
附
け
る
か
、
或
は
彼
等
か
ら
そ
の
慮
分
す
べ
き
財
潅
を
購
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

る
気
持
に
な
っ
て
居
る
で
あ
ろ
う
。
斯
る
支
佛
に
は
、
公
債
所
有
者
自
身
も
大
に
貢
猷
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ら
う
」
と
論
じ
て
、

か
く
て
財
廉
税
の
施
行
に
つ
い
て
は
極
め
て
困
難
を
伴
ふ
も
の
で
は
あ
る
が
臨
時
財
産
税
の
施
行
の
必
要
を
主
張
し
一
般
租
税
の
如

く
永
く
彬
綾
し
て
そ
の
負
擢
は
凌
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
な
し
「
こ
の
案
は
晩
に
屡
々
猷
策
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
吾

々
は
遺
憾
な
が
ら
之
を
採
用
す
る
だ
げ
の
智
も
徳
も
持
っ
て
ゐ
な
い
ら
し
い
。
併
し
午
時
の
問
に
、
吾
々
の
不
断
の
努
力
は
須
ら
く

戦
時
中
に
契
約
せ
ら
れ
た
負
債
都
分
の
償
却
に
向
げ
ら
れ
ね
は
た
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
、
ま
た
苦
痛
躯
減
の
誘
惑
や
現
在
の
　
　
望
む

ら
く
は
一
時
の
　
　
困
苦
よ
り
逃
れ
ん
と
欲
す
る
情
に
動
か
さ
れ
て
、
彼
の
大
目
的
に
封
す
る
吾
々
の
注
意
を
弛
緩
せ
し
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
、
之
を
承
認
し
な
げ
れ
ぼ
た
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
し
て
リ
カ
ァ
ド
オ
に
あ
り
て
も
又

臨
時
財
産
税
の
主
張
と
と
も
に
減
廣
基
金
が
関
家
経
費
の
節
約
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
剰
鹸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い

と
主
張
し
、
戦
争
経
致
を
租
税
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ
と
に
は
眼
界
が
あ
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
即
ち
「
如
阿
な
る
減
僚
衷
金
も
、

若
し
そ
れ
が
歳
出
に
封
す
る
歳
入
の
超
過
か
ら
生
ず
る
の
で
な
げ
れ
ぼ
、
負
債
を
減
少
せ
し
め
る
と
い
ふ
目
的
に
封
し
て
有
救
な
り

得
る
も
の
で
は
な
い
。
減
債
基
金
が
我
郁
に
於
て
、
た
だ
名
義
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
は
、
遣
憾
と
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
と
い

ふ
の
は
、
何
等
支
吐
に
超
過
す
る
収
入
の
飲
剰
と
い
ふ
も
の
が
其
慮
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
須
ら
く
節
約
に
よ
っ
て
、
そ
の

標
構
通
り
な
る
も
の
、
靱
ち
員
に
有
救
な
る
負
債
償
還
の
基
金
と
な
ら
し
め
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
も
將
來
何
時
か
戦
争
の
破
裂
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に
際
し
て
、
我
國
の
負
債
が
除
程
減
少
し
て
ゐ
な
か
つ
た
な
ら
ぼ
、
必
ず
二
つ
の
こ
と
の
何
れ
か
が
起
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
印
ち

そ
の
戦
争
の
全
費
用
が
年
々
の
課
税
を
以
て
支
辮
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
か
、
或
は
そ
の
戦
争
の
終
る
前
と
い
は
ぬ
ま
で
も
、
少
た
く
も

そ
の
終
了
の
際
に
、
國
民
的
破
産
に
陥
ら
ね
ぼ
な
ら
ぬ
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。
吾
々
が
負
債
の
大
な
る
、
省
加
の
負
携
に
堪
へ
得
ぬ
で

あ
ら
う
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
一
つ
の
偉
大
な
る
國
民
の
力
に
限
界
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
個
人
等
が
箪

に
そ
の
母
園
に
凄
み
得
る
と
い
ふ
特
権
の
馬
め
、
永
綾
的
課
税
の
彫
に
於
て
甘
ん
じ
て
支
佛
ふ
債
格
に
は
、
確
か
に
限
度
が
存
す
る

　
　
（
９
）

の
で
あ
る
」
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
は
「
公
債
箒
９
は
債
権
者
が
同
じ
杜
会
の
構
成
員
で
あ
る
と
き
は
そ
の
利
子
の
支
払
は
国
家
の
損
失
§
ま
畠
Ｈ

Ｈ
易
。
。
と
は
な
ら
な
い
で
単
な
る
移
転
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
移
転
は
強
制
的
で
あ
る
か
ら
重

大
な
る
害
悪
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
課
税
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
大
な
る
臨
時
収
入
を
調
達
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
政
府

の
欲
す
る
貨
幣
の
単
な
る
支
払
を
超
へ
て
極
め
て
巨
額
の
経
費
、
苦
境
、
産
菜
手
段
の
妨
害
、
そ
の
他
の
悪
影
響
を
必
然
的
に
伴
な

う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
か
る
課
税
の
必
要
を
取
り
除
く
に
は
常
に
相
当
の
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
多
大
の
犠
牲
を
払
っ
て

も
公
僚
は
遊
け
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
公
債
を
起
し
た
る
と
き
は
之
と
同
じ
く
多
大
の
犠
牲
を
払
っ
て
も
之
が
消
却
に
努

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
と
な
し
公
債
の
害
悪
を
強
調
し
起
債
を
遊
け
る
た
め
に
は
多
く
の
犠
牲
を
払
う
べ
き
で
あ
り
又
公
債
の
償

遠
に
っ
い
て
も
多
く
の
犠
牲
を
払
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
か
く
て
公
債
の
保
有
を
戒
し
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
そ
う
し
て

「
公
債
箏
き
Ｏ
墨
Ｈ
亭
９
を
僚
伽
、
旭
す
る
に
は
一
般
の
租
税
８
暮
『
序
巨
一
８
に
よ
っ
て
直
ち
に
倣
遠
す
る
方
法
と
余
剰
収
入
に
よ
っ
て

漸
次
に
倣
迷
す
る
方
法
と
の
二
っ
の
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
猪
一
の
一
般
の
机
税
に
よ
っ
て
直
ち
に
償
遠
す
る
方
法
は
も
し
も

そ
れ
が
実
行
し
得
る
と
す
れ
ぼ
他
の
方
法
と
比
較
に
な
ら
な
い
最
善
の
方
法
で
あ
る
。
そ
う
し
て
も
し
も
財
産
冒
◎
肩
『
ｑ
　
の
み
に



正
当
に
賦
課
さ
れ
る
な
ら
ぼ
そ
れ
は
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
も
財
産
が
公
債
箒
ｇ
の
利
子
を
全
部
負
担
す
る
と
す
れ
ぼ
財
産

そ
れ
自
体
は
大
な
る
利
益
を
伴
い
公
債
は
償
還
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
は
そ
の
元
金
総
額
を
単
に
債
権
者
に
譲
渡
す

る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
年
々
の
収
入
は
法
律
に
よ
っ
て
債
権
者
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
主
が
そ
の

所
有
地
の
一
部
を
売
却
し
て
以
て
そ
の
他
の
部
分
を
抵
当
か
ら
請
げ
だ
す
こ
と
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
殆
ん
ど
い
う
必

要
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
財
産
の
み
が
公
債
の
利
子
の
全
部
を
支
払
う
も
の
で
な
く
又
そ
の
全
部
を
支
払
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
得

る
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
の
世
代
の
も
の
が
公
債
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
の
は
自
分
自
身
の
勤
労
の
生
産
物
か
ら
で
は
な

く
そ
の
先
代
か
ら
う
け
っ
い
だ
財
産
の
な
か
か
ら
支
払
い
の
義
務
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
財
産
が
公
債
の
利
子
の
全
部
を
支

払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
ど
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
財
産
を
相
続
し
た
も
の
を
除
い
て
は
誰
も
先
代
か
ら
何
も
う
げ
っ

い
で
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
開
墾
と
進
歩
、
道
路
と
水
路
、
都
会
と
工
場
の
あ
る
土
地
と
こ
れ
に
反
し
て
人
類
が
初
め
て
踏
ん
だ

土
地
と
の
差
異
は
土
地
の
所
有
老
と
い
は
れ
る
と
こ
ろ
の
人
々
に
の
み
利
益
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
先
代
の
労
働
と
禁

欲
と
に
よ
っ
て
蓄
秋
、
し
た
る
資
本
は
そ
の
一
部
の
法
律
上
の
所
有
権
を
棉
続
し
た
る
と
こ
ろ
の
人
々
の
み
に
利
益
と
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
我
々
は
我
々
よ
り
前
の
世
代
に
い
た
と
こ
ろ
の
人
々
の
賢
明
と
勤
勉
に
よ
っ
て
当
然
に
科
学
上
及
び
経
験
上
の
多
く
の
習

得
し
た
る
知
識
を
柵
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
そ
の
利
益
は
す
べ
て
の
も
の
の
共
通
の
宮
で
は
な
か
ろ
う
か
。
財
産
の
所
有
者
の
い

え
に
生
れ
た
と
こ
ろ
の
人
々
は
こ
れ
ら
の
共
通
の
利
益
の
ほ
か
に
各
個
に
杣
続
財
床
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
は
注
意

し
て
租
税
の
規
川
を
樹
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
正
し
い
の
で
あ
る
。
一
同
の
一
般
の
財
政
例
皮
に
っ
い
て
は
こ
の
原
則
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
採
る
適
当
な
る
方
法
は
遺
贈
及
び
棚
続
に
対
し
て
杣
当
の
課
税
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
財
産
よ
り
当
然

に
政
府
に
支
払
う
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
及
び
政
府
が
財
産
に
負
う
と
こ
ろ
の
も
の
は
直
接
に
公
然
と
決
定
し
之
に
応
じ
て
国
家
制
度

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
、
・
・
ル
に
お
け
る
公
憤
に
関
す
る
理
諭
の
展
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
一
一
五
　
（
二
九
七
）



　
　
　
立
命
館
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（
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十
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一
ニ
ハ
　
（
二
九
八
）

を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
。
一
国
の
一
般
的
経
費
に
対
し
て
何
が
適
当
な
る
寄
與
で
あ
ろ
う
と
も
公
僚
の
昌
ぎ
畠
Ｈ
亭
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ー
ユ
）

利
子
又
は
僚
遠
に
対
し
て
そ
れ
と
同
じ
割
合
で
、
そ
れ
よ
り
大
次
る
割
合
に
ょ
ら
ず
寄
與
す
べ
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
も
し
も
之

を
容
認
す
る
と
す
れ
ぼ
杜
会
に
一
般
的
に
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
廣
を
僚
却
せ
ん
と
す
る
計
画
は
破
減
的
で
あ
る
。
資
産
を
有

す
る
人
は
そ
の
財
産
の
犠
牲
に
よ
っ
て
分
担
額
を
支
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
従
前
の
如
く
同
一
額
の
純
所
得
を
も

っ
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
若
し
も
蓄
積
を
有
せ
ず
単
に
所
得
の
み
を
有
す
る
も
の
に
租
税
に
よ
っ
て
年
々
の
等
額
の
費
用
Ｏ
プ
胃
ぴ
・
０

の
単
な
る
支
払
い
に
よ
っ
て
公
債
の
利
子
の
支
払
い
を
維
持
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
人
は
公
債
君
匡
０
３
９
に

お
け
る
こ
の
人
の
分
担
金
に
等
し
き
額
の
私
債
肩
写
算
ｏ
宗
ｇ
を
起
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
之
を
な
す
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
大
概
の
場
合
こ
れ
等
の
人
が
与
へ
る
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
の
担
保
に
不
足
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
利
子
は
国
家
に

よ
っ
て
塊
実
に
支
払
は
れ
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
等
の
人
の
分
担
金
よ
り
も
板
め
て
大
な
る
年
総
額
に
の
ぽ
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
租
秘
に

よ
っ
て
支
払
は
れ
る
共
同
雌
務
Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｈ
９
く
Ｏ
ま
９
は
、
同
じ
債
務
を
例
人
の
問
に
分
配
す
る
よ
り
は
無
眼
の
利
益
が
あ
る
。
即
ち
事

実
上
納
税
者
８
暮
冒
♂
暮
Ｒ
の
相
互
保
険
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
も
し
も
納
税
者
の
財
座
｛
Ｏ
ヰ
昌
０
を
減
少
す
る
と
す
れ
ぼ
そ
の

租
税
も
減
少
す
る
。
も
し
も
破
産
し
た
と
す
れ
ぼ
全
く
終
る
。
そ
う
し
て
公
依
の
魚
担
郁
分
は
全
部
そ
の
杜
会
の
支
払
能
力
の
あ
る

成
貝
へ
移
転
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
そ
の
貨
担
が
私
伐
肩
｛
き
ａ
ｏ
；
。
・
き
昌
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
所
持
金
が
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
２
）

っ
て
さ
へ
も
尚
僚
務
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
家
が
財
産
肩
毫
串
耳
又
は
土
地
を
所
有
し
、
そ
の
処
分
の
ｎ
由
を
保
持
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
公
益
上
有
力
な
る
理
由
が
な
い
と
き
は
之
を
で
き
る
だ
け
公
伐
の
雌
却
に
使
州
す
べ
き
で
あ
る
。
い
か
な
る
偶
然

の
利
得
或
は
神
の
蝪
物
も
必
然
的
に
同
じ
目
的
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
外
に
公
籔
；
ぎ
昌
一
号
～
の
倣
却
又
は
減
少
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

正
当
に
し
て
適
当
な
る
唯
一
っ
の
方
法
は
余
剰
収
入
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
、
、



註
（
１
）
　
＞
ま
旨
ｃ
ｏ
旨
三
戸
ミ
～
二
Ｐ
ｏ
。
べ
ｏ
。
．

（
２
）
き
ｐ
昌
ｃ
つ
旨
；
し
ミ
．
一
り
り
．
・
。
轟
－
・
。
軍

（
３
）
拙
稿
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
　
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
げ
る
公
債
に
関
す
る
翼
論
の
展
開
Ｉ
Ｉ
古
典
学
派
に
お
け
る
財
政

　
思
想
　
内
１
（
立
命
館
経
済
学
　
第
十
四
巻
　
筑
三
号
）
二
　
汁
、
六
３
）

（
４
）
ト
３
旨
ｃ
つ
昌
；
し
§
．
も
１
。
。
軍

（
５
）
　
「
一
国
の
公
僚
は
右
手
が
左
手
に
対
し
て
負
う
と
こ
ろ
の
債
務
で
あ
る
。
そ
の
身
体
は
も
し
食
物
の
必
要
的
一
定
量
が
あ
り
、
そ
う
し
て

　
そ
の
分
配
の
方
法
を
知
っ
て
い
る
た
ら
ば
そ
の
た
め
に
決
し
て
衷
弱
す
る
こ
と
は
な
い
。
」
１
き
Ｎ
§
一
向
８
ざ
官
ミ
ざ
§
吻
ミ
守
９
§
§
ミ
§

９
老
．
簑
巨
．
一
＆
．
Ｏ
｛
Ｈ
豪
Ｈ
一
Ｐ
８
９
（
声
３
冒
Ｃ
○
旨
－
芦
き
“
～
・
一
〇
．
・
。
富
）
「
ム
ロ
ン
の
謂
へ
ら
く
、
一
國
民
の
負
債
は
、
右
手
の
左
手
に

　
封
す
る
負
債
で
あ
っ
て
、
身
髄
は
之
が
爲
め
に
弱
め
ら
る
る
も
の
で
は
な
い
と
。
負
債
の
未
償
残
金
に
封
す
る
利
子
支
挑
の
爲
め
に
、
全
磯
の

　
富
が
液
少
せ
ら
れ
ぬ
と
い
ぷ
こ
と
は
、
事
實
で
あ
る
。
利
子
は
、
納
規
者
の
手
か
ら
國
の
債
穫
者
の
手
に
移
る
一
の
贋
値
で
あ
る
。
そ
れ
を
蓄

　
秩
し
、
ま
た
消
孜
す
る
も
の
か
國
の
債
構
者
て
あ
る
か
、
ま
た
は
納
税
者
て
あ
る
か
は
、
　
　
私
は
承
認
す
る
か
、
　
　
杜
曾
に
取
っ
て
は
、

　
殆
ど
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
併
し
れ
債
の
元
本
、
そ
れ
は
何
う
な
っ
た
か
。
そ
れ
は
最
早
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
起
債
に
随
ふ
清

　
孜
は
、
　
一
個
の
次
木
を
杵
魚
に
婦
せ
し
め
、
こ
の
費
本
は
復
た
何
等
の
牧
入
を
生
、
ぜ
ぬ
で
あ
ら
う
。
利
子
金
棚
は
、
　
一
人
の
手
か
ら
他
人
の
手

　
へ
移
る
の
で
あ
る
か
ら
、
杜
曾
は
そ
六
だ
け
の
も
の
を
奪
は
れ
は
せ
ぬ
が
、
併
し
滑
減
し
た
費
本
か
ら
生
ず
る
牧
入
は
、
奪
は
れ
る
の
で
あ
る
つ

　
こ
の
資
木
は
、
若
し
も
之
を
國
家
に
岱
附
け
た
者
に
よ
っ
て
牛
麓
的
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
た
な
ら
、
ば
同
じ
く
彼
れ
の
爲
め
に
所
得
を
生
じ
て
ゐ
た

　
で
あ
ら
う
。
併
し
そ
の
所
得
は
、
眞
實
の
生
蚕
か
ら
生
じ
た
筈
で
あ
っ
て
、
同
胞
市
民
の
懐
か
ら
は
提
供
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
」

　
　
（
ト
早
○
○
Ｐ
ざ
く
○
－
．
｝
Ｐ
Ｏ
Ｏ
睾
．
）
「
是
は
絆
済
學
の
汽
精
榊
に
従
っ
て
、
那
解
せ
ら
れ
、
且
っ
言
ひ
軌
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
Ｏ
｝
＜
己
２
８
＆
９

　
～
庄
ｑ
貝
窃
Ｏ
｛
り
Ｏ
Ｈ
三
Ｓ
Ｈ
０
８
旨
冒
Ｋ
彗
ｑ
訂
窒
饒
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
。
ミ
．
向
く
胃
＜
旨
Ｐ
目
、
Ｏ
Ｏ
巨
９
胃
＜
＆
岸
＆
げ
ｋ
向
昌
Ｏ
乙
。
叶
勺
プ
壱
・
Ｐ
Ｈ
胃
小
泉
伶
三

　
訳
　
己
訂
　
　
「
経
済
学
及
び
訣
税
の
原
理
」
　
上
巻
　
二
五
九
頁
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

＞
ｑ
ｐ
Ｈ
口
○
つ
昌
－
一
｝
－
　
き
“
へ
～
一
、
り
一
ｃ
ｏ
べ
り
一

〇
一
カ
ざ
Ｐ
Ｈ
Ｐ
Ｏ
－
き
｝
～
一
－
　
り
一

〇
．
元
－
ｏ
ｐ
Ｈ
ｑ
９
　
｛
ｓ
．
、
．
－
　
り
．

Ｏ
．
２
８
邑
Ｏ
し
ミ
．
一
Ｐ

Ｈ
３
１
Ｈ
置
小
火
仁
三
叩
い

Ｈ
置
　
　
　
小
泉
伶
三
ポ

Ｈ
匿
　
　
　
小
泉
仁
三
訳

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

一
に

「
同

デ
一

プ
」

許
」

上
巻
上
巻

二
六
一
頁
－
二
六
二
頁

二
六
二
頁

二
六
二
頁
－
ｉ
二
六
三
Ｕ
一

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
殿
開
皿
（
箕
浦
）

一
七
　
（
二
九
九
）



立
命
館
経
済
学
（
篤
十
五
巻
・
第
二
号
）

一
八
（
三
〇
〇
）

（
１
０
）
－
・
つ
．
；
戸
蟹
目
・
芭
霧
・
｛
勺
・
豪
８
；
８
９
旨
＜
；
．
。
・
べ
Ｐ

（
ｕ
）
　
井
手
教
援
は
「
財
産
の
み
に
課
税
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
即
時
に
償
遠
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
ミ
ル
は
こ
の
こ
と
を
、
公
債
の
利
払

　
い
の
財
源
の
皿
担
間
題
を
例
に
と
つ
て
説
明
す
る
。
公
廣
の
利
子
は
、
先
代
の
人
々
か
ら
受
領
し
た
財
董
か
ら
支
払
わ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
現

　
代
の
産
業
活
動
の
生
産
物
か
ら
支
払
わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
先
代
か
ら
何
物
か
を
受
げ
っ
い
だ
も
の
は
、
遺

　
産
を
う
け
つ
い
だ
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
改
良
さ
れ
る
土
地
、
道
路
、
連
河
、
郁
会
、
工
場
等
々
す
べ
て
先
代
か
ら
の
遺
産
で
あ
る
が
、
こ

　
れ
は
、
特
定
個
人
の
所
有
物
で
は
な
く
、
い
わ
ぼ
、
現
代
の
人
々
が
、
共
同
で
う
け
っ
い
だ
遺
産
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
公
債
利
子
の
負
担
は
、

　
国
民
全
部
が
れ
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
但
し
、
遼
産
を
相
続
し
た
者
は
右
の
共
同
利
益
の
外
に
、
こ
れ
を
受
け
っ
い
だ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
利
払
い

　
財
源
の
た
め
の
課
税
に
当
っ
て
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
則
ち
、
ミ
ル
の
考
え
で
は
、
彼
が
平
等
犠
牲
原
則
実
現
の
た
め

　
に
主
張
し
た
相
続
財
産
の
課
税
方
法
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
れ
で
充
分
だ
と
す
る
の
で
あ
る
」
　
（
井
手
文
雄
著
　
新
版
増
訂
　
　
「
古
典
學
派
の
財

　
　
　
　
五
七
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
１
２
）
　
井
手
教
授
は
「
ま
ず
前
提
と
し
て
、
公
岐
倣
逃
の
た
め
の
租
税
は
、
肘
産
所
有
者
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が

　
想
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
公
債
を
一
時
に
倣
遮
す
る
た
め
の
租
税
は
、
勢
い
巨
額
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
鮒
産
所
有
者
即
ち
、

　
い
わ
ゆ
る
財
産
所
得
者
は
、
白
己
の
財
産
の
一
部
を
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
以
て
、
白
己
に
わ
り
当
て
ら
れ
た
税
額
を
支
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
こ
で
、
彼
は
、
売
却
し
た
財
産
か
ら
こ
れ
ま
で
得
て
い
た
年
々
の
収
入
を
喪
失
す
る
。
こ
の
年
々
の
収
入
を
Ａ
と
し
よ
う
。
彼
は
、
こ
れ
ま

　
で
、
公
依
の
利
子
支
払
い
の
た
め
租
税
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
、
こ
れ
を
ま
ぬ
が
れ
る
。
こ
の
年
々
の
税
棚
を
Ｂ
と
す
る
。

　
ミ
ル
は
、
Ａ
と
Ｂ
と
を
同
棚
た
り
と
想
定
し
、
鮒
陸
所
有
者
は
、
そ
の
年
々
の
収
入
に
お
い
て
、
独
得
な
し
と
考
え
る
。
し
か
る
に
、
肘
産
を

　
持
た
ず
、
所
得
の
み
を
あ
げ
て
い
る
考
岬
ち
い
わ
ゆ
る
勤
労
所
得
者
は
、
公
炊
倣
遮
の
た
め
の
双
税
を
課
せ
ら
る
れ
ぼ
、
そ
れ
を
所
得
か
ら
は

支
払
い
得
ず
、
俳
金
を
し
て
、
こ
れ
を
以
て
十
又
払
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
彼
は
こ
の
私
甘
の
利
子
を
年
々
支
払
っ
て
行
か
な
く
て
は
な

　
ら
ぬ
。
こ
の
年
々
の
利
子
緬
を
ん
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
こ
れ
ま
で
、
公
岐
の
利
予
支
払
い
の
た
め
の
租
脱
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ

　
の
年
、
の
税
獅
を
甘
と
す
る
。
ミ
ル
は
、
私
依
の
利
予
率
は
、
抵
当
不
十
分
の
た
め
高
率
で
あ
り
、
火
は
甘
よ
り
も
は
る
か
に
大
で
あ
る
。
し

　
た
が
っ
て
、
勤
労
所
得
者
は
、
公
伐
倣
逃
に
よ
っ
て
、
し
か
ら
ざ
ろ
場
合
に
比
し
、
き
わ
め
て
大
た
る
掠
火
を
ぷ
む
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
る

　
に
肘
喉
所
得
者
は
公
依
倣
迷
に
よ
っ
て
、
何
ら
の
狽
大
を
蒙
ら
な
い
。
こ
れ
は
不
公
平
で
あ
り
、
ミ
ル
に
と
っ
て
は
、
彼
の
主
張
す
る
平
箏
犠

牲
の
原
則
に
脊
馳
す
ろ
も
の
で
あ
っ
て
、
許
谷
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
だ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
、
一
般
的
頁
納
に
よ
っ
て
、
公
ぱ
を
倣
遮
す
る



　
方
法
の
支
持
し
得
ざ
る
第
一
の
碧
由
で
あ
る
。
次
に
、
公
債
は
、
国
民
す
べ
て
の
納
税
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
子
が
支
払
わ
れ
て
行
く
の
で
あ
っ

　
て
、
い
わ
ば
共
同
債
務
で
あ
る
。
若
し
、
こ
の
公
債
を
償
還
す
る
と
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
因
家
の
負
債
た
る
公
債
を
、
各
個
人
の

　
私
債
に
転
化
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
公
俵
の
場
合
に
は
、
そ
の
利
子
支
払
い
の
た
め
に
、
各
個
人
は
租
税
を
負
担
し
な
け
れ
ぱ

　
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
租
税
は
、
も
と
も
と
平
等
犠
牲
原
則
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
適
正
な
も
の
で
あ

　
る
（
ミ
ル
は
、
こ
の
点
を
、
表
面
的
に
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
実
際
は
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
右
の
章
句
の

　
全
体
か
ら
推
定
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。
　
の
み
た
ら
ず
、
租
税
負
担
に
は
弾
力
性
が
あ
る
。
個
人
の
担
税
力
が
減
少
し
た
り
消
滅
し
た
り
す

　
れ
ぼ
、
彼
の
租
税
負
担
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
低
減
又
は
消
減
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
は
、
担
税
力
あ
る
も
の
へ
移
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
租
税
負
担
の
平
等
は
喪
失
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
、
公
債
が
相
互
保
険
た
る
の
性
質
を
有
す
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
若
し
公
債
を

　
償
還
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
そ
の
た
め
の
租
税
が
各
個
人
に
課
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
前
述
の
如
ノ
＼
各
人
は
私
債
を
お
こ
し
て
、
こ
れ
を
支

　
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
公
債
が
私
債
と
し
て
、
各
個
人
に
分
割
さ
れ
る
と
同
じ
で
あ
る
。
　
（
ミ
ル
は
、
こ
こ
で
、
主
と
し
て
、
勤
労
所
得

　
者
の
場
合
を
考
え
て
い
る
が
、
財
産
所
得
者
に
関
し
て
も
、
原
理
的
に
は
、
同
じ
こ
と
が
云
え
る
で
あ
ろ
う
）
各
個
人
は
、
従
来
、
公
債
の
利

　
子
の
た
め
の
租
税
を
分
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
、
こ
の
代
り
に
、
各
自
、
自
分
自
身
の
私
償
の
利
子
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

　
の
利
子
は
、
た
と
え
、
本
人
が
久
担
力
を
喪
失
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
支
払
い
を
免
除
し
て
賀
え
る
も
の
で
は
な
い
。
か
く
て
、
公
債
を

　
存
置
し
て
、
そ
の
利
子
支
払
い
の
た
め
に
租
税
を
各
人
に
ふ
り
当
て
る
方
が
、
公
債
を
倣
遠
す
る
こ
と
二
し
て
、
そ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
の

　
租
税
を
、
各
人
に
課
す
る
よ
り
も
、
よ
り
平
等
の
原
則
に
合
致
す
る
。
こ
れ
、
　
一
般
的
貢
納
に
よ
っ
て
公
債
を
償
遮
す
る
こ
と
の
支
持
し
得
ざ

　
る
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、
公
依
倣
迷
方
法
の
う
ち
の
箪
一
の
即
時
的
倣
還
方
法
を
否
定
し
た
ミ
ル
は
、
塘
二
の
方
法
、
即
ち
、
余

　
剰
収
入
を
以
て
除
々
に
倣
遮
す
る
方
法
を
主
張
す
る
。
ミ
ル
は
こ
の
余
剰
収
入
を
以
て
、
租
税
収
入
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る

　
こ
と
は
、
全
体
の
論
旨
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
」
　
（
炸
手
文
帷
著
　
祈
版
坤
訂
　
　
「
古
典
學
派
の
財
政
浦
」
五
七
二
頁
－
五
七
五
頁
）
と
た
く
み

　
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
１
３
）
　
－
．
ｃ
つ
．
…
芦
ミ
～
．
署
．
ｏ
。
ぎ
－
ｏ
。
轟
．

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

Ｊ
・
Ｓ
；
・
ル
に
お
け
る
公
廣
に
関
す
る
理
論
の
娯
開
皿

（
箕
淋
）

九
（
三
〇
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
号
）

二
〇
　
（
三
〇
二
）

七

　
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
従
へ
ぼ
国
家
及
び
個
人
の
総
べ
て
の
収
入
の
本
源
的
源
泉
は
土
地
と
資
本
８
貝
巴
乙
り
ａ
鼻
　
と
で
あ
り
地
主
と
資

本
の
所
有
者
に
よ
っ
て
管
理
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
地
主
の
土
地
改
良
能
力
は
租
税
に
よ
っ
て
減
退
又
は
破
壌
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
又
資
本
の
所
有
老
は
徴
税
手
続
が
う
る
さ
く
な
れ
ぼ
そ
の
資
本
を
他
国
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
収
入
の
源

泉
で
あ
る
土
地
及
び
資
本
８
貝
巳
一
一
ド
○
鼻
　
の
い
ず
れ
か
よ
り
生
ず
る
収
入
の
大
部
分
を
こ
れ
ら
土
地
、
資
本
の
所
有
者
か
ら
と
り

あ
げ
て
公
債
所
有
者
に
渡
す
こ
と
は
土
地
、
資
本
の
良
好
な
る
運
営
を
せ
ん
と
心
に
か
け
て
い
る
も
の
か
ら
そ
の
源
泉
を
と
り
あ
げ

る
こ
と
で
あ
り
、
土
地
を
閑
却
に
し
資
本
を
浪
費
又
は
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
公
債
所
有
者
は
そ
の
良
好
な
る
運
営
な
ど
と
い

う
こ
と
は
心
に
か
げ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
国
家
の
僚
権
者
で
あ
っ
て
も
一
国
の
農
業
、
工
業
、
商
業
の
繁
栄
そ
う
し
て
又

土
地
、
資
本
Ｏ
君
ま
；
け
Ｏ
Ｏ
斤
　
の
管
理
が
良
好
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
心
を
よ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
農
業
、
工
業
、
商

業
が
繁
栄
せ
ず
、
土
地
、
資
本
の
運
営
が
よ
ろ
し
き
を
得
な
か
っ
た
な
ら
ぼ
租
税
収
入
が
な
く
な
り
年
金
又
は
公
債
利
子
が
支
払
れ

な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
国
家
の
債
権
者
に
し
て
み
れ
ぼ
特
定
の
土
地
又
は
資
本
８
貝
巴
。
。
け
Ｏ
Ｏ
斤
　
の
運
営
に
関
し
そ

の
運
営
が
良
好
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
は
全
く
気
に
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
に
っ
い
て
何
等
の
知
識
も
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

な
い
が
又
直
按
に
影
響
が
な
い
の
で
そ
う
い
う
こ
と
を
調
べ
て
み
よ
う
と
も
し
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
。
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ぼ
公

償
の
利
子
は
租
税
収
入
に
よ
っ
て
支
払
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
源
泉
で
あ
る
産
芙
の
繁
栄
、
土
地
、
資
本
の
効
率
的
遮
営
が
問

題
と
な
る
の
で
公
債
の
利
子
は
畏
業
、
工
業
、
滴
業
の
繁
栄
、
土
地
、
貴
本
の
迦
営
に
閑
心
を
よ
せ
て
い
な
い
人
々
に
支
払
は
れ
る

も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
戦
争
経
費
の
財
源
と
し
て
の
公
依
、
公
債
利
子
の
支



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

払
は
富
の
生
産
に
お
い
て
そ
れ
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
こ
の
点
に
お
い
て
租
税
が
優
れ
て
い
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
然
し
な

が
ら
租
税
に
あ
り
て
も
、
　
「
そ
れ
等
の
誇
国
の
租
税
制
度
は
イ
ギ
リ
ス
の
租
税
制
度
に
お
と
る
と
い
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
私
は

そ
う
信
じ
て
い
る
。
然
し
最
も
賢
明
な
る
政
府
で
さ
へ
総
て
の
適
正
な
る
課
税
物
件
に
課
税
し
つ
く
し
た
と
き
に
は
緊
急
の
必
要
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

態
の
場
合
に
不
適
当
な
る
課
税
物
件
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
想
起
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
て
国
家
が
戦
争
経
費
調
達

の
手
段
と
し
て
租
税
に
の
み
た
よ
る
と
き
は
い
か
に
優
れ
た
る
租
税
組
織
を
も
っ
て
い
て
も
適
正
な
る
課
税
物
件
が
枯
渇
し
不
適
正

な
る
課
税
物
件
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
経
済
の
撞
乱
を
お
そ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
共
的
収
入
が
相

当
に
戦
争
経
費
の
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
問
に
そ
の
戦
争
経
費
に
も
勝
る
新
し
い
戦
争
が
発
生
し
そ
の
経
費
が
増
大
し
て
ゆ
く
な

ら
ぼ
イ
ギ
リ
ス
の
租
税
制
度
は
オ
ラ
ソ
ダ
の
租
税
制
度
或
は
ス
ベ
ィ
ソ
の
租
税
制
度
と
さ
へ
同
じ
程
度
に
抑
圧
す
る
こ
と
に
な
る
の

は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
運
命
で
あ
る
が
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
租
税
制
度
に
と
っ
て
名
誉
な
こ
と
に
は
い
ま
ま
で
の
産
業
活
動
を

阻
害
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
従
っ
て
極
め
て
巨
額
の
経
費
の
い
る
戦
争
の
問
で
さ
へ
個
人
の
倹
約
と
賢
明
な
る
行
動
に
よ
っ

て
貯
蓄
と
蓄
積
と
が
お
こ
な
は
れ
国
家
の
浪
費
と
濫
費
と
に
よ
っ
て
っ
く
ら
れ
る
杜
会
の
総
資
本
の
破
れ
目
を
補
修
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
が
行
っ
た
戦
争
で
こ
の
前
の
戦
争
は
最
も
多
く
の
経
費
を
要
し
た
も
の
で

あ
る
が
戦
争
が
終
結
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
農
業
は
繁
栄
し
製
遣
業
は
そ
の
数
が
増
大
し
完
全
な
る
操
莱
を
続
け
て
お
り
商
業
は
旺
盛

に
し
て
、
各
部
門
の
産
業
を
維
持
し
て
ゆ
く
資
本
は
従
来
と
少
し
も
変
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
平
和
が
回
復
し
て
か
ら
後
は
農
業

の
改
良
が
一
段
と
進
め
ら
れ
家
賃
は
全
国
の
市
町
村
を
通
じ
て
騰
貨
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
民
の
収
入
と
宙
と
が
坤
大
し
て
い

る
証
拠
で
あ
っ
た
。
又
従
来
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
租
税
の
大
都
分
特
に
消
致
税
Ｏ
き
宥
及
び
閑
税
Ｏ
易
８
８
。
・
の
主
な
る
も
の
の

年
々
の
収
入
額
は
持
続
的
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
も
消
費
の
増
大
即
ち
生
産
さ
れ
て
は
じ
め
て
消
費
が
維
持
さ
れ
る
の
で
あ

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
、
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
婁
論
の
展
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
二
二
　
（
三
〇
三
）
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（
三
〇
四
）

る
か
ら
従
っ
て
生
産
の
増
大
と
い
う
こ
と
の
明
瞭
な
る
証
拠
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
半
世
紀
前
に
は
誰
も
堪
へ
ら
れ
る
と
は
信
じ
な

か
っ
た
負
担
を
容
易
に
維
持
し
て
き
た
よ
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
イ
ギ
リ
ス
が
如
何
な
る
負
担
を
も
維
持
で

き
る
と
速
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
従
来
負
担
さ
れ
て
き
た
も
の
よ
り
も
重
い
負
担
を
そ
れ
ほ
ど
た
い
し
た
困
難
も
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

な
い
で
維
持
で
き
る
と
あ
ま
り
に
過
信
し
て
は
た
ら
な
い
と
い
ま
し
め
る
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
イ
タ
リ
ァ
の
諸
国
に
そ
の
例
を
見
る
よ
う
に
長
期
公
債
の
制
度
の
慣
行
を
採
用
し
た
国
家
は
い
づ
れ
も
漸
次
疲
弊

し
て
き
て
い
る
が
総
べ
て
の
他
の
共
和
諸
国
に
疲
弊
或
は
荒
廃
を
も
た
ら
し
た
長
期
公
債
の
制
度
の
慣
行
が
ひ
と
り
イ
ギ
リ
ス
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

い
て
の
み
全
く
無
害
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
な
し
多
額
の
公
債
が
累
積
す
れ
ぼ
破
産
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
と
戒
ま
し
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
国
債
昌
ぎ
墨
；
０
９
が
ひ
と
た
び
一
定
の
額
に
累
積
す
れ
ぼ
公
正
且
っ
完
全
に
償
還

せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
ひ
と
っ
も
な
い
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
公
共
収
入
の
解
放
が
と
に
か
く
実
現
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
そ

れ
は
常
に
破
産
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
破
産
も
と
き
に
は
公
然
と
宣
言
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
多
く
は
償
還
の
体
裁
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

と
の
へ
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
実
質
は
真
の
破
産
で
あ
る
」
と
論
じ
て
公
債
の
累
秩
と
国
家
破
産
と
の
必
然
性
を
強
調
す
る
の
で
あ

る
。
そ
う
し
て
「
貨
幣
の
名
目
価
格
ｑ
窒
ｏ
昌
巨
き
ｇ
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
公
債
の
償
還
を
な
し
た
如
く
外
概
を
っ
く
ろ
い
真
実
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

同
家
破
産
を
粉
飾
す
る
の
が
一
般
的
手
段
で
あ
っ
た
」
と
な
し
「
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
災
難
を
う
げ
る
の
は
公
債
の
債
権
者
の
み
に

限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
総
べ
て
の
個
人
に
対
す
る
伐
権
者
も
各
々
比
例
し
た
損
矢
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
国
家
の
債
権
者
に
と
っ
て
何
等
の
利
益
も
な
く
殆
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
に
追
加
的
狽
失
さ
へ
件
な
う
も
の
で

あ
る
。
も
し
国
家
の
低
権
者
が
一
般
に
他
の
人
々
に
負
僚
を
負
っ
て
い
る
な
ら
ぼ
国
家
が
支
払
っ
た
も
の
と
同
じ
貨
幣
で
そ
の
僚
権

者
に
支
払
は
れ
る
こ
と
に
な
り
或
程
度
損
失
を
償
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
多
く
の
国
に
お
い
て
は
国
家
の
僚
権
者
は



大
部
分
が
富
裕
な
る
人
々
で
あ
っ
て
他
の
人
々
に
対
し
て
廣
務
者
と
い
う
よ
り
は
債
権
者
と
し
て
の
立
場
に
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
偽

装
さ
れ
た
る
償
還
は
殆
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
に
国
家
の
債
権
者
の
損
失
を
緩
和
し
な
い
で
却
っ
て
加
重
し
国
家
に
対
す
る
何
等
の
利

益
な
し
に
他
の
多
く
の
罪
の
な
い
人
々
に
災
難
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
の
財
産
の
全
般
な
る
そ
う
し
て
最
も
有
害

な
る
破
壌
を
ひ
き
起
し
殆
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
に
勤
勉
に
し
て
倹
約
な
る
債
権
者
の
犠
牲
に
お
い
て
怠
惰
に
し
て
浪
費
的
な
る
債
務

者
を
富
ま
せ
そ
う
し
て
国
民
資
本
畠
ぎ
昌
一
８
貝
巴
の
大
部
分
を
そ
れ
を
増
大
さ
せ
改
善
す
る
と
思
は
れ
て
い
る
人
々
の
手
か

ら
そ
れ
を
浪
費
し
破
壊
す
る
と
思
は
れ
て
い
る
人
の
手
に
移
転
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
人
が
破
産
を
な
す
場
合
と
同
じ
く
国
家
が

白
ら
破
産
を
宣
一
一
一
一
目
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
き
は
公
正
に
し
て
公
然
と
行
な
う
国
家
破
産
が
国
家
に
と
っ
て
も
不
名
誉
と
た
ら
ず

又
国
家
の
債
権
者
に
と
っ
て
も
害
の
少
な
い
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
真
の
破
産
の
不
名
誉
を
か
く
す
た
め
に
極
め
て
行
は
れ
易
く
そ

う
し
て
又
同
時
に
極
め
て
有
害
な
る
こ
の
種
の
手
品
の
如
き
策
略
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
国
家
の
名
誉
に
っ
い
て

は
極
め
て
貧
弱
な
る
用
意
し
か
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
古
代
国
家
に
あ
り
て
も
近
代
国
家
に
あ
っ
て
も
殆
ん
ど
総
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

て
の
国
家
は
そ
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
と
き
時
折
こ
の
手
品
の
如
き
策
略
が
行
な
は
れ
た
の
で
あ
る
」
と
な
し
こ
の
こ
と
が
貨
幣
価

値
を
一
般
的
に
減
少
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
即
ち
「
す
べ
て
の
国
の
貨
幣
は
こ
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
漸
次
に
そ
の

最
初
の
擢
以
下
に
な
り
そ
う
し
て
そ
の
同
じ
名
目
価
管
。
孝
｝
…
は
漸
次
含
有
銀
量
が
少
な
く
な
一
（
嘗
と
述
べ
て
い

る
。
そ
う
し
て
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
は
こ
の
手
段
以
外
の
方
法
と
し
て
貨
幣
の
品
賃
を
落
す
こ
と
が
あ
る
と
な
し
「
諦
国
は
時
と
し
て
同
じ

目
的
の
た
め
に
貨
幣
の
標
準
品
位
を
下
げ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
に
尚
一
屑
多
量
の
合
金
を
混
入
し
た
の
で
あ
る
（
Ｊ
言
し
て

「
こ
の
よ
う
な
貨
幣
の
標
準
品
位
の
引
下
げ
は
フ
ラ
ン
ス
の
貨
幣
の
棚
価
彗
。
ｑ
昌
ｇ
葦
一
ｇ
と
い
は
れ
る
も
の
即
ち
貨
幣
の
名
目
価

格
ｑ
、
。
。
邑
。
、
ご
。
づ
　
の
引
上
げ
と
全
く
同
じ
効
果
を
も
っ
も
の
で
あ
る
。
　
貨
幣
の
珊
伽
彗
囚
昌
９
↓
き
８
即
ち
貨
幣
の
直
接
の
目

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
．
Ｓ
、
、
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
諭
の
震
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
一
二
三
　
（
三
〇
五
）
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一
二
四
　
（
三
〇
六
）

名
価
格
ｑ
ｇ
ｏ
旨
巨
註
昌
の
引
上
げ
は
常
に
公
然
た
る
宣
言
さ
れ
た
る
操
作
で
あ
る
。
又
そ
の
性
質
か
ら
み
て
も
そ
う
で
た
げ
れ
ぼ

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
重
量
と
容
積
と
の
小
な
る
貨
幣
は
従
来
こ
れ
よ
り
大
な
る
重
量
及
び
容
積
の
貨
幣
に
与

へ
ら
れ
て
い
た
名
目
価
格
が
与
へ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
貨
幣
の
標
準
品
位
の
引
下
げ
は
一
般
に
秘
密
の

操
作
で
あ
っ
た
・
即
ち
こ
れ
は
従
来
尚
一
層
大
な
る
価
値
で
流
通
し
て
い
る
貨
幣
と
工
夫
が
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
そ
の
重
量
に
お

い
て
も
大
き
さ
に
お
い
て
も
外
形
に
お
い
て
も
同
じ
も
の
を
造
幣
局
か
ら
全
く
同
一
の
名
目
価
格
で
発
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ

ソ
ス
の
国
王
ジ
ョ
ソ
区
長
旨
事
が
債
務
弁
済
の
た
め
に
貨
幣
品
位
の
引
下
げ
を
行
っ
た
と
き
に
は
造
幣
局
の
す
べ
て
の
役
人
は
秘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

密
を
守
る
こ
と
を
誓
は
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
っ
の
操
作
は
と
も
に
不
正
で
あ
る
。
　
単
純
な
る
貨
幣
の
増
価
、
、
・
。
昌
。
目
叶
、
．

ま
目
は
公
然
た
る
暴
力
に
よ
る
不
正
で
あ
る
。
之
に
対
し
て
貨
幣
品
位
の
切
下
は
背
信
的
詐
欺
と
し
て
の
不
正
で
あ
る
。
従
っ
て

貨
幣
品
位
の
切
下
げ
は
之
を
長
く
か
く
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
之
が
発
見
さ
れ
る
と
直
ち
に
貨
幣
の
増
価
に
・
比

較
し
て
常
に
大
き
な
憤
激
を
よ
び
お
こ
す
も
の
で
あ
る
。
或
程
度
の
貨
幣
の
棚
価
實
・
・
冒
。
、
け
、
饒
。
目
を
行
た
っ
た
後
貨
幣
が
再
び

元
の
重
量
に
遠
元
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
然
し
極
め
て
大
た
る
貨
幣
＾
位
の
切
り
下
げ
が
行
な
は
れ
た
後
に
お
い
て

は
殆
ん
ど
総
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
貨
幣
は
そ
の
旧
来
の
品
位
に
復
帰
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
方
法
で
人
々
の
激
怒

と
憤
激
を
し
ず
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
一
た
か
ら
で
あ
的
）
と
論
じ
て
手
段
と
し
て
貨
幣
品
位
の
切
下
げ
は
背
信
的
双
で
あ
り
成

功
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
こ
の
よ
う
な
方
法
は
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
、
ス
コ
ツ
ト
ラ
ソ
ド
そ
の
他
の
諦
因
に
お
い
て
も
行
な
は
れ
て

い
る
と
い
う
・
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
は
ヘ
ソ
リ
イ
八
世
■
９
ｑ
≦
の
統
治
の
終
り
に
お
い
て
又
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
■
ら
峯
、
、
ｑ
く
Ｈ
の

統
治
の
始
め
に
お
い
て
貨
幣
の
名
目
伽
格
箒
８
Ｂ
９
き
８
の
引
上
げ
を
行
な
っ
て
い
る
が
そ
れ
の
み
で
は
な
く
貨
幣
の
標
準
品

位
の
引
下
げ
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
る
詐
欺
は
ジ
エ
ィ
ム
ス
六
世
盲
Ｂ
。
。
り
≦
　
の
未
成
年
の
時
代
に
ス
コ
ツ
ト
ラ
ソ
ド



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

に
お
い
て
も
行
な
は
れ
て
い
る
づ
又
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
そ
の
他
多
く
の
国
家
に
お
い
て
度
々
行
は
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
そ
う
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
国
家
収
入
の
剰
余
、
即
ち
国
家
の
平
和
的
施
設
の
年
々
の
経
費
を
支
弁
し
以
て
尚
残
存
す
る
と

こ
ろ
の
剰
余
が
現
在
の
如
く
極
め
て
僅
か
で
あ
る
な
ら
ぼ
剰
余
を
以
て
国
家
収
入
が
解
放
さ
れ
又
は
解
放
に
向
っ
て
多
少
は
進
ん
で

い
る
と
期
待
す
る
こ
と
な
ど
は
全
く
無
駄
な
こ
と
で
あ
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
国
家
収
入
の
完
全
な
る
解
放
は
相
当
に
巨
額
な

る
国
家
収
入
の
増
加
を
あ
げ
得
る
か
又
は
同
じ
く
国
家
経
費
の
相
当
に
巨
額
な
る
削
減
が
な
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
行
な
は
れ
得
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

は
な
い
こ
と
明
白
で
あ
る
」
と
論
じ
て
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
公
債
を
償
還
し
て
し
ま
い
又
は
公
債
の
累
債
を
大
き
く
減
額
す
る
た
め
に

は
国
家
収
入
の
大
な
る
増
収
を
は
か
る
か
又
は
国
家
経
費
の
大
な
る
削
減
が
必
要
な
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
Ａ
・

ス
、
、
、
ス
に
あ
り
て
は
国
家
収
入
の
増
収
を
期
待
す
る
方
法
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
租
税
制
度
を
検
討
し
て
租
税
の
合
理
的
な
る

実
施
を
望
み
地
租
、
印
紙
税
の
訂
目
づ
ｐ
葦
窃
関
税
及
び
一
般
消
費
税
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
租
税
の
四
っ
の
主
要
な
る
都
門
と
之

に
加
へ
て
家
賃
税
、
収
獲
比
例
税
た
る
十
分
の
一
税
、
救
貧
税
り
◎
ｏ
易
§
試
等
を
詳
細
に
検
討
し
之
等
の
絡
税
の
改
善
に
よ
っ
て

相
当
額
の
増
収
を
期
待
し
得
る
も
の
と
考
へ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
み
に
て
は
不
充
分
な
る
こ
と
を
認
め
、
同
家
経
費
の
節
約
と
削
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

の
必
要
な
る
こ
と
を
強
調
し
そ
の
詳
細
な
る
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

　
Ｄ
．
リ
ヵ
ア
ド
ォ
は
如
何
な
る
減
債
基
金
に
あ
り
て
も
一
般
の
経
費
に
対
す
る
収
入
の
余
剰
か
ら
生
ず
る
も
の
で
構
成
さ
れ
な
げ

れ
ぼ
負
伐
を
減
ず
る
と
い
う
目
的
に
対
し
て
充
分
な
る
効
果
を
も
っ
も
の
と
は
認
め
得
な
い
と
な
し
減
伐
基
金
制
峻
を
批
判
す
る
の

　
　
（
１
７
）

で
あ
る
。
そ
う
し
て
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
オ
は
一
年
二
〇
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
の
戦
争
経
費
の
支
弁
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
全
額
が
一
時
に
租

税
に
よ
り
支
弁
さ
れ
る
と
き
、
国
仮
の
利
子
を
五
パ
ー
セ
ソ
ト
と
し
て
年
々
一
〇
〇
ポ
ソ
ド
の
国
伐
利
子
が
永
続
的
に
租
税
に
よ
り

支
払
は
れ
る
と
き
、
減
債
基
金
繰
入
頷
と
し
て
四
十
五
年
閉
に
二
一
〇
ポ
ソ
ド
が
租
税
に
よ
り
支
払
は
れ
る
と
き
の
三
っ
の
例
示
を

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
ヵ
ア
ド
オ
Ｊ
．
Ｓ
・
、
・
・
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
醍
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
一
二
五
　
（
三
〇
七
）



　
　
　
立
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二
ニ
ハ
　
（
三
〇
八
）

あ
げ
て
、
そ
の
金
額
が
一
時
に
租
税
に
よ
り
支
払
は
れ
る
と
き
は
最
も
良
い
方
法
で
あ
る
と
な
し
戦
時
税
は
尚
一
属
経
済
的
で
あ
る
。

即
ち
そ
れ
が
支
払
は
れ
る
と
き
に
は
国
民
資
木
は
少
し
も
減
少
さ
れ
ず
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
戦
争
経
費
の
全
額
ま
で
節
約

す
る
た
め
の
努
力
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
場
合
に
は
こ
の
支
出
の
利
子
の
高
ま
で
節
約
せ
ん
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
る
の
み

で
あ
る
。
従
っ
て
国
民
資
本
は
数
量
に
お
い
て
は
減
少
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
。
多
額
の
租
税
の
支
払
に
対
す
る
一
般
の
反
対
は
製

造
家
、
地
主
が
多
額
の
貨
幣
を
そ
の
支
配
の
も
と
に
有
し
て
い
な
い
か
ら
之
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
然

し
な
が
ら
製
造
家
、
地
主
の
所
得
の
中
よ
り
租
税
額
を
負
担
し
よ
う
と
す
る
大
な
る
努
力
が
な
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
の
場
合
に
は
、

こ
の
資
源
よ
り
貨
幣
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
れ
が
で
き
な
い
と
考
へ
て
も
現
金
を
獲
得
す
る
た
め

に
そ
の
財
産
の
一
部
を
売
却
す
る
か
又
は
利
子
を
支
払
っ
て
債
務
を
こ
し
ら
へ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
之
に
対
し
て
何
が
障
碍
と

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
金
を
貸
付
げ
よ
う
と
思
う
人
々
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
国
家
が
容
場
に
公
債
を
募
集
し
得
る
と
い
う
事

実
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
こ
の
大
な
る
債
務
が
市
場
よ
り
退
去
す
れ
ぼ
個
人
は
容
場
に
債
務
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
た
取
引
は
賢
明
な
る
規
約
と
善
良
な
る
法
律
に
よ
り
個
人
に
対
し
て
最
大
の
便
宜
と
保
証
と
が
与
へ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
公

債
の
場
合
に
は
Ａ
は
貨
幣
を
前
波
を
な
し
Ｂ
が
利
子
を
支
払
い
、
こ
の
外
の
こ
と
は
前
と
同
様
で
あ
る
。
戦
時
税
の
場
合
に
お
い
て

も
Ａ
が
貨
幣
を
前
波
を
た
し
、
Ｂ
が
利
子
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
異
な
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
を
直
接
Ａ
に
支
払

っ
た
に
対
し
て
之
を
国
家
に
支
■
払
い
国
家
は
之
を
Ａ
に
支
払
う
の
で
あ
る
と
な
し
臨
時
財
産
税
の
実
施
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
Ｄ

・
リ
ヵ
ア
ド
オ
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
財
産
の
合
計
を
二
三
倣
三
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
と
算
定
し
負
債
の
総
額
が
七
億
六
〇
〇
〇

万
ポ
ソ
ド
と
算
疋
し
て
之
に
対
し
て
同
依
の
二
分
の
一
の
償
遺
の
た
め
に
一
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
の
肘
産
税
を
課
す
る
こ
と
を
主
張
し
た

の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
臨
時
財
雌
税
が
永
続
的
租
税
に
起
る
で
あ
ろ
う
不
利
益
を
除
く
も
の
で
あ
る
と
な
し
、
財
産
税
が
寮
本
家
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

み
に
そ
の
負
担
を
課
し
労
働
者
に
は
課
税
し
な
い
結
果
に
な
る
と
い
う
反
対
説
に
対
し
て
そ
の
利
益
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
は
或
程
－
度
以
上
に
圧
迫
す
る
国
民
負
担
よ
り
来
る
大
な
る
不
利
益
及
び
こ
れ
に
伴
な
う
国
民
経
済
の
生
産
性
の
全

体
に
及
ぽ
す
危
険
に
っ
い
て
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
臨
時
財
産
税
の
対
象
と
な
り
た
る
も
の
の
勤
勉
と
節
約
を

刺
戟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
利
益
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
が
こ
の
点
に
っ
い
て
は
現
在
も
尚
多
く
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
（
１
９
）

る
の
で
あ
る
。
一
国
の
巨
額
な
る
公
債
が
国
内
に
お
け
る
金
融
市
場
を
対
象
と
し
て
募
集
せ
ら
れ
る
と
き
は
金
融
市
場
に
お
け
る
資

金
の
流
通
を
妨
げ
各
個
人
の
金
融
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
と
い
う
大
な
る
債
務
者
が
市
場
に
関
与
し
な
い
な

ら
ぼ
個
人
の
債
務
者
に
対
す
る
資
金
の
融
通
は
容
場
に
な
る
。
従
っ
て
国
家
が
公
債
の
発
行
を
抑
制
す
る
と
き
は
産
業
資
金
の
供
給

が
増
大
す
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
に
よ
っ
て
公
債
の
利
子
を
支
払
う
と
き
に
は
租
税
納
付
者
と
公
債
利
子
の
受
領
者
の
い
ず
れ
が
そ

れ
を
生
産
的
に
使
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
は
容
易
に
断
定
を
許
さ
れ
な
い
が
公
債
の
元
本
を
償
還
す
る
と
き
に
は
そ
の
償

還
さ
れ
た
る
元
金
受
領
者
は
必
ず
之
を
生
産
的
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
収
入
に
よ
っ
て
公
債
の
元
本
を
償
還
す
る
と
き
は

収
入
と
し
て
の
作
用
か
ら
資
本
と
し
て
の
作
用
に
代
る
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
公
債
の

償
遠
の
方
法
に
っ
い
て
累
積
す
る
公
債
を
一
時
的
に
財
産
課
税
に
よ
る
収
入
に
よ
っ
て
償
還
し
以
っ
て
多
額
の
公
債
の
累
積
さ
れ
た

る
国
家
の
お
か
れ
る
不
白
然
な
る
地
位
か
ら
脱
却
せ
ん
こ
と
を
主
張
し
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

　
Ｄ
．
リ
ヵ
ア
ド
オ
は
幾
多
の
誤
謬
を
お
か
し
て
い
る
と
い
は
れ
る
。
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
オ
の
お
か
し
て
い
る
誤
謬
は
そ
の
経
済
理
論
、

租
税
転
嫁
珊
論
の
な
か
に
あ
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
粗
税
が
労
働
賃
金
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
地
代
と
利
澗
に
転
嫁

せ
ら
れ
る
と
な
す
主
張
に
っ
い
て
は
承
認
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
又
比
例
税
率
の
主
張
に
っ
い
て
殊
に
名
目
的
財
産
税
に
閑
し
て
も

之
を
直
ち
に
う
げ
い
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
坦
在
で
は
之
等
は
一
般
に
否
認
せ
ら
れ
累
遊
税
率
の
上
張
さ
へ
あ
ら
は

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
．
Ｓ
．
、
、
、
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
灰
開
皿
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
三
〇
九
）
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二
一
八
　
（
ゴ
ニ
○
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
が
累
積
す
る
公
債
を
償
還
す
る
方
法
と
し
て
減
債
基
金
制
度
を
論
評
し
臨
時
財
産
税
の
特
質
を
あ
げ
て
之
を
強

く
主
張
し
た
に
も
か
か
は
ら
ず
反
対
す
る
者
が
多
く
実
施
さ
れ
る
に
至
ら
ず
之
が
容
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

そ
の
反
対
の
論
議
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
も
之
に
反
対
す
る
学
者
が
あ
ら
は
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
一
Ｓ
二
一
一
ル
は
財
政
収
入
に
お
い
て
剰
余
を
生
ず
る
な
ら
ぼ
悪
税
を
廃
止
し
て
国
民
負
担
を
軽
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
悪

税
を
整
理
し
て
後
公
債
の
償
還
を
た
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
Ｊ
・
Ｓ
．
、
・
・
ル
は
公
債
の
償
遠
に
対
し
国
家
が
財
産
、
土
地
を

所
有
し
て
そ
の
自
由
な
る
処
分
権
を
も
っ
て
い
る
と
き
に
は
公
債
を
償
還
す
べ
き
で
あ
り
、
又
因
家
に
余
剰
収
入
の
あ
る
と
き
は
之

を
以
て
公
債
を
償
還
す
る
が
正
当
に
し
て
適
当
な
る
方
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
公
債
償
還
の
「
目
的
の
た
め
に
剰
余
を

維
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
本
質
的
に
は
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
額
は
む
し
ろ
国
民
の
財
産
を
「
結
実
」
｛
旨
Ｏ
葦
く
さ
せ

る
た
め
に
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
は
公
債
§
ま
量
Ｈ
宗
９
の
償
還
に
対
し
て
で
は
な

く
不
生
産
的
経
費
の
た
め
に
不
必
要
に
ー
租
税
を
課
す
る
こ
と
に
対
し
て
行
は
れ
る
限
り
に
１
お
い
て
良
い
論
議
で
あ
る
。
こ
の
「
結
実
」

す
る
と
い
う
語
に
よ
っ
て
何
を
意
味
さ
れ
て
い
る
の
か
、
も
し
も
何
か
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ぼ
そ
れ
は
生
産
的
雇
用
を
意
味
し
て

い
る
。
課
税
に
対
す
る
反
対
論
と
し
て
我
々
は
も
し
も
そ
の
額
を
国
民
の
も
と
に
残
し
て
お
く
な
ら
ぼ
国
民
は
貯
蓄
し
そ
う
し
て
資

本
に
転
換
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
も
の
と
し
て
理
解
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
国
民

は
そ
の
一
部
は
貯
藷
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
然
し
国
民
が
そ
の
全
郁
を
貯
蓄
す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
絶
対
に
た
い
も
の
と
思
う
。

も
し
も
之
を
租
税
と
し
て
徴
収
し
公
債
の
償
遺
に
使
用
す
る
な
ら
ぼ
そ
の
全
部
が
貯
蓄
せ
ら
れ
生
産
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
償

還
を
う
け
る
と
こ
ろ
の
公
債
所
有
者
に
と
っ
て
は
既
に
資
本
で
あ
っ
て
収
入
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
て
所
得
の
提
供
を
っ



づ
げ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
「
結
実
」
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
そ
の
反
対
説
は
単
に
根
拠
な
き
の
み
な
ら
ず
真
実
の
論
拠
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

反
対
で
あ
る
。
そ
の
額
は
国
民
の
嚢
中
に
残
さ
れ
な
い
な
ら
ぼ
「
結
実
」
の
確
実
が
極
め
て
大
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
論
じ
そ
う

し
て
つ
づ
げ
て
之
を
「
然
し
な
が
ら
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
公
債
の
償
却
の
た
め
に
余
剰
収
入
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
適

当
で
は
な
い
。
例
へ
ぼ
イ
ギ
リ
ス
の
公
債
墨
ま
畠
一
箒
ｇ
の
償
還
す
る
こ
と
の
利
益
は
吾
々
の
租
税
の
一
層
悪
い
半
分
を
取
り
除

く
こ
と
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
然
し
こ
の
あ
る
都
分
の
一
層
悪
い
半
分
は
他
の
部
分
よ
り
更
に
悪
く
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
ら
の
取
り
除
く
と
い
う
こ
と
は
残
り
の
部
分
を
取
り
去
る
こ
と
よ
り
比
例
し
て
更
に
大

な
る
利
益
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
余
剰
収
入
の
放
棄
が
一
税
を
廃
止
す
る
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ぼ
我
々
の
す
べ
て
の

租
税
の
な
か
で
明
白
に
極
め
て
悪
い
も
の
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
根
本
的
に
廃
止
す
る
租
税
の
た
め
に
吾
々
が
保
持
す
る
と
こ
ろ

の
も
の
は
そ
れ
自
身
ほ
ど
そ
ん
な
に
悪
く
は
な
い
の
で
あ
る
。
富
が
増
進
し
収
入
が
増
加
し
そ
の
租
税
の
最
も
不
都
合
な
る
部
分
を

時
々
取
り
除
く
こ
と
の
で
き
る
国
家
に
お
い
て
は
最
も
欠
陥
の
あ
る
租
税
ぎ
り
◎
・
・
け
が
残
存
す
る
限
り
は
収
入
の
増
加
は
公
債
の
償

還
よ
り
は
寧
ろ
租
税
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
処
置
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
の
現
在

の
状
況
（
一
八
四
八
年
）
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
租
税
は
残
存
せ
ず
然
し
て
永
久
的
組
織
の
彩
態
の
一
と
し
て
不
適
当
で
は
な
い

も
の
の
み
と
な
り
た
る
と
き
に
お
い
て
も
之
等
の
租
税
の
経
険
的
減
少
に
よ
っ
て
収
入
の
一
定
額
が
租
税
８
ま
『
亭
鼻
－
ｇ
　
に
お
け

る
最
も
す
く
な
い
圧
迫
を
も
っ
て
調
達
さ
れ
得
る
点
を
見
出
す
に
至
る
ま
で
同
じ
政
策
を
続
け
る
こ
と
は
賢
明
で
あ
る
。
こ
の
後
租

税
の
結
果
に
よ
る
一
層
の
増
加
に
よ
っ
て
塊
れ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
こ
の
よ
う
な
余
剰
収
入
は
軽
減
す
る
こ
と
な
く
公
債
の
償
却

に
使
用
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
る
。
沽
局
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
特
殊
な
租
税
の
全
体
の
成
果
を
充
当
す
る
の
が
当
を
得
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
そ
の
租
税
が
分
離
し
て
お
り
国
家
の
一
般
収
入
を
以
て
混
合
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
公
債
～
己
を

　
　
　
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
．
Ｓ
・
、
ミ
ル
に
お
け
る
公
廣
に
閑
す
る
刈
浦
の
災
開
皿
（
貰
浦
）
　
　
　
一
二
九
　
（
一
一
二
一
）
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割
り
当
て
償
還
が
持
続
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
一
層
保
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
相
続
税
窒
Ｏ
Ｏ
霧
。
り
－
昌
き
け
一
窪
は
か
く
の
如
き

目
的
に
特
別
に
適
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
等
の
租
税
の
如
く
資
本
に
よ
っ
て
支
払
は
れ
る
租
税
は
経
常
費
を
支
弁
す
る
こ
と
よ

り
も
資
本
の
返
済
に
使
用
す
る
の
が
一
層
よ
い
で
あ
ろ
う
。
若
し
も
こ
の
二
っ
に
区
別
し
た
る
充
当
が
後
に
な
っ
て
他
の
租
税
の
増

加
し
た
る
成
果
が
現
は
れ
相
つ
い
で
公
債
の
一
部
が
償
還
さ
れ
て
利
子
が
節
約
さ
れ
余
剰
が
で
き
た
な
ら
ぼ
租
税
の
軽
減
に
対
す
る

基
礎
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ｃ
或
る
額
の
公
債
§
ぎ
§
一
亭
ｇ
は
貧
乏
人
或
は
杜
会
の
熟
練
し
て
い
な
い
階
級
の
貯
蓄
に
対
す

る
投
資
と
し
て
望
ま
し
く
欠
く
事
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
（
産
業
の
発
展
は
大
公
的
会
杜
の
株
式
或
は

債
務
の
如
き
殆
ん
ど
安
全
で
面
倒
の
な
い
投
資
の
他
の
方
法
を
漸
次
に
与
へ
る
と
い
う
こ
と
は
別
と
し
て
）
そ
の
関
心
に
お
け
る
便

宜
は
否
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
公
債
｛
；
穿
の
投
資
の
真
の
優
越
は
国
家
の
保
証
に
お
い
て
成
り
立
っ
と
い
う
こ
と

だ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
強
制
的
課
税
を
伴
な
う
公
債
君
巨
ｏ
箒
ｇ
と
い
う
こ
と
よ
り
他
の
手
段
に
よ
っ
て
与
へ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
答
へ
得
る
一
方
法
は
国
中
に
支
店
を
も
っ
て
お
り
預
金
と
割
引
を
と
り
あ
っ
か
う
国
立
銀
行
で
あ

る
。
即
ち
そ
れ
は
信
託
し
て
く
る
貨
幣
を
受
け
い
れ
そ
う
し
て
資
金
を
一
定
の
利
率
で
又
は
株
式
組
織
の
銀
行
の
如
く
浮
動
せ
る
均

衝
の
利
子
を
酌
量
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
与
へ
ら
れ
る
利
子
は
政
府
の
投
資
の
よ
り
大
な
る
保
護
に
っ
い
て
の
割
合
に
お
い
て
個
人

が
借
用
で
き
る
と
こ
ろ
の
割
合
よ
り
ひ
く
い
進
行
で
あ
る
。
そ
う
し
て
設
立
の
経
費
は
銀
行
が
払
う
と
こ
ろ
の
利
子
と
そ
の
預
金
を

商
業
、
農
業
又
は
そ
の
他
の
担
保
の
貸
出
し
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
差
異
に
よ
っ
て
支
払
は
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
種
の
紺
織
に
っ
い
て
は
公
債
肩
巨
Ｏ
｛
昌
穿
　
に
よ
っ
て
提
供
す
る
目
下
の
投
資
の
便
宜
な
る
方
法
と
同
じ
く
供
給
の
手

段
と
し
て
原
理
に
お
い
て
も
実
際
に
お
い
て
も
克
服
で
き
な
い
欠
陥
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
財
産
の
利
子
で
生
活
す
る
処
の
杜
会
の

階
級
を
保
険
す
る
為
に
こ
れ
ら
の
人
々
は
他
の
方
法
で
そ
れ
を
信
託
す
る
必
要
の
も
と
に
破
産
に
よ
っ
て
お
こ
る
損
失
の
危
険
に
対



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

し
て
国
家
を
一
大
保
険
会
杜
に
組
織
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
あ
り
て
は
一
般
の
租
税
収
入
を
も
っ
て
公
債
償
還
費
に
充
当
す
る
と
き
に
お
い
て
財
産
に
対
し
て
適

当
な
る
割
合
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
租
税
収
入
に
よ
っ
て
僚
還
さ
れ
る
と
き
は
妥
当
で
あ
る
が
一
般
税
に
よ
っ
て
償
遠
さ
れ
る
と
す
れ

ぼ
財
産
を
所
有
せ
ず
所
得
の
み
に
よ
っ
て
生
活
す
る
個
人
は
そ
れ
を
支
払
う
た
め
に
私
債
を
お
こ
さ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
た
く
な
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
は
公
債
が
私
債
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
弊
害
が
伴
な
う
も
の
で
あ
る
か
ら
一
般

の
租
税
収
入
に
よ
っ
て
之
を
償
還
す
る
方
法
は
承
認
で
き
な
い
と
な
す
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
財
産
税
の
徴
収
に
よ
っ
て
公
債
の
償

遺
を
即
時
に
な
す
こ
と
に
っ
い
て
は
反
対
の
見
解
を
と
り
公
債
の
償
還
は
財
産
課
税
に
よ
る
租
税
収
入
に
よ
っ
て
充
当
す
る
こ
と
よ

り
も
財
政
上
の
余
剰
金
に
よ
っ
て
之
に
充
当
す
る
こ
と
の
方
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
財
政
上
の
余
剰
金
は
第
一
に
は
悪

税
の
廃
止
か
ら
生
ず
る
歳
入
不
足
を
補
填
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
が
財
政
制
度
が
合
班
化
さ
れ
て
納
税
者
の
負

担
が
最
少
と
な
り
そ
う
し
て
租
税
収
入
を
以
て
財
政
需
要
に
充
当
さ
れ
得
る
よ
う
に
な
り
尚
余
剰
収
入
が
生
ず
る
よ
う
に
な
れ
ぼ
は

じ
め
て
公
倣
の
徴
還
に
当
て
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
租
税
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
を
比
較
的
圧
辿
し
な
い
と
考
へ
ら
れ
る

桐
続
税
収
入
に
よ
っ
て
公
伐
償
遠
に
充
当
せ
ら
れ
る
こ
と
は
非
難
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
Ｊ
．
Ｓ
．
、
、
、
ル
に
お

い
て
は
Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
公
伐
に
関
す
る
見
解
を
机
述
し
て
い
る
よ
う
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
公
債
の
労
働

者
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
考
慮
す
る
た
ど
し
て
そ
の
趣
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
声
ｐ
｝
昌
ｃ
つ
昌
ざ
Ｆ
く
奇
邑
｝
◎
｛
７
～
箏
◎
目
ｏ
り
一
り
Ｐ
ｏ
◎
お
、
ｏ
ｏ
ｏ
◎
Ｈ
．

　
　
（
２
）
　
井
手
教
授
は
「
ス
ミ
ス
の
租
稚
と
公
依
と
の
比
較
論
に
は
、
理
論
的
に
問
覆
と
な
る
べ
き
点
は
他
に
、
少
な
か
ら
ず
秤
在
す
る
様
に
思
わ

　
　
　
れ
る
、
が
、
こ
こ
で
は
、
之
笠
の
間
魎
に
つ
い
て
、
辿
求
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
た
だ
、
ス
、
ミ
ス
の
結
諭
、
印
ち
戦
孜
財
源
と
し
て
、
公
債
よ
り

　
　
　
も
租
穐
を
採
る
べ
し
、
と
す
る
見
解
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
。
」
　
と
前
提
せ
ら
れ
「
そ
も
そ
も
ス
、
、
、
ス
が
公
債
を
問
趣
と
す
る
に

　
　
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
皿
（
箕
浦
）
　
　
　
二
一
二
　
（
ご
二
三
）
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至
っ
た
の
は
、
戦
時
に
お
げ
る
租
穐
経
済
と
し
て
の
財
政
の
不
適
格
性
が
、
そ
の
原
因
で
あ
っ
た
。
雫
時
に
お
い
て
は
、
財
政
は
租
穐
経
済
た

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
最
も
の
ぞ
ま
し
い
。
こ
の
租
規
経
済
が
戦
時
に
お
い
て
、
破
綻
を
来
す
と
こ
ろ
に
、
公
債
の
発
生
が
必
然
化
す

る
の
で
あ
る
。
戦
時
財
政
と
し
て
租
規
経
済
が
不
適
格
な
る
理
由
は
二
っ
あ
る
。
そ
の
一
は
、
雫
時
に
お
い
て
既
に
、
辛
う
じ
て
経
常
費
を
支

弁
す
る
に
足
る
租
税
牧
入
は
、
と
う
て
い
戦
費
を
支
弁
し
得
ざ
る
こ
と
、
そ
の
二
は
、
戦
争
勃
発
に
際
し
て
の
急
速
な
る
戦
費
調
達
の
目
的
を
、

租
規
に
よ
る
方
法
は
充
足
し
得
ざ
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
戦
時
に
お
け
る
公
廣
依
存
は
必
然
的
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ぽ
、
い
か
に
公
儘
が
生
震
力
的
見
地
か
ら
、
租
碗
に
比
し
、
好
ま
し
く
な
い
に
せ
よ
、
戦
争
と
い
う
現
実
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
は
採
用
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ス
ミ
ス
は
、
戦
費
財
源
と
し
て
の
公
廣
と
租
規
と
の
比
較
を
な
し
、
租
規

を
選
択
す
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
の
べ
た
様
に
、
た
し
か
に
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
は
、
こ
れ
を
矛
盾
と
み
言
い
切
ら
な
い
で
、

こ
の
矛
盾
の
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
場
合
、
我
々
は
、
ス
ミ
ス
が
、
雫
時
に
お
け
る
租
穐
経
済
の
安
定
性
を
い

か
に
解
釈
し
て
い
た
か
と
い
う
事
に
っ
い
て
の
再
険
討
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
と
思
う
。
既
述
の
如
く
、
ス
ミ
ス
は
干
時
に
お
い
て
、

租
硯
牧
入
（
よ
り
厳
密
に
は
政
務
牧
入
プ
ラ
ス
租
規
枚
入
）
が
経
常
費
と
同
額
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
我
々
は
解
釈
し
た
。
し
か
し
、
実
は
、

こ
の
租
税
牧
入
と
経
常
費
と
の
量
的
関
係
は
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
印
ち
経
常
費
の
膨

脹
は
政
府
の
浪
費
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
浪
費
を
一
応
、
彼
の
所
謂
商
業
的
杜
会
に
お
い
て
必
然
的
と
認
め
な
が
ら
、
他

面
、
或
程
度
抑
止
可
能
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
若
し
そ
う
と
す
れ
ぱ
、
経
常
費
は
そ
れ
だ
け
締
小
し
、
徴
牧
可
能
な
る
租
規
牧
入
よ

り
も
少
額
と
な
る
。
印
ち
雫
時
に
お
け
る
租
穐
経
済
は
、
辛
う
じ
て
存
立
が
可
能
な
の
で
は
な
く
、
或
秤
度
ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
從
っ
て
ま
た
、
戦
費
支
弁
の
た
め
の
租
規
の
檜
徴
が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
か
く
て

は
じ
め
て
、
職
投
財
源
と
し
て
、
租
税
か
公
炊
か
の
間
題
が
提
起
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
ス
ミ
ス
は
、
先
ず
蚊
初
に
、
雫
時
に
お
い
て
、

租
穐
経
済
が
、
生
産
力
的
見
地
よ
り
の
ぞ
ま
し
き
こ
と
、
及
び
、
そ
の
可
能
性
を
論
証
し
た
。
し
か
し
彼
は
っ
い
で
、
戦
争
と
い
う
最
大
の
不

生
塵
的
国
家
活
動
の
下
に
お
け
る
、
租
穐
経
済
の
在
り
方
に
っ
い
て
考
察
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
彼
は
、
租
穐
経
済
の
破
綻
を
認
め

な
が
ら
、
こ
の
破
綻
か
ら
必
然
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
公
伐
の
考
察
に
移
行
し
、
生
漆
力
ｎ
几
地
か
ら
、
公
伐
を
否
定
し
去
っ
て
、
再
び
租
穐
経
済

へ
と
復
帰
し
て
い
る
。
　
っ
ま
る
と
こ
ろ
、
ス
ミ
ス
が
戦
時
に
お
い
て
も
、
肘
政
が
租
規
経
済
で
あ
る
こ
と
を
の
ぞ
ま
し
き
も
の
と
た
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
革
な
る
非
現
夫
的
な
頗
理
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
大
際
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
忠
想
が
、
彼

に
お
い
て
滞
在
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
当
時
、
戟
争
の
た
め
に
租
穐
牧
入
が
不
足
し
、
公
岐
が
累
航
し
た
こ
と
は
厳
然
た



　
る
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
現
実
は
、
絶
対
不
可
避
的
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
政
府
の
浪
費
の
相
当
の
抑
止
に
よ
り
、
回

　
避
可
能
の
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
」
「
戦
時
に
お
け
る
租
税
の
不
適
格
性
の
第
二
の
理
由
と
し
て
、
ス
ミ
ス
は
、
戦
争
勃
発
に
当

　
り
、
急
速
な
る
戦
費
の
調
達
が
、
租
稚
の
方
法
に
ょ
っ
て
は
（
た
と
え
増
徴
の
可
能
性
は
あ
る
に
し
て
も
）
不
可
能
で
あ
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
い
か
に
公
債
が
の
ぞ
ま
し
く
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
戦
争
の
初
期
に
は
、
公
債
依
存
が
不
可
避
的
と
思
わ
れ
る
。
ス
ミ

　
ス
は
、
し
か
し
、
こ
の
点
に
は
、
っ
い
に
、
そ
の
後
触
れ
て
い
な
い
。
と
に
か
く
、
戦
費
財
源
と
し
て
の
公
債
と
租
税
と
の
選
択
間
題
に
関
す

　
る
ス
ミ
ス
の
論
旨
が
、
全
体
的
に
見
て
、
澄
明
を
欠
い
て
い
る
事
は
争
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
生
蚕
力
的
見
地
か
ら
、
戦
時
下

　
に
お
い
て
も
租
穐
経
済
を
支
持
せ
ん
と
す
る
政
策
的
要
求
が
、
強
く
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
戦
時
下
に
お
け
る
租
規
経
済
の
可
能
性
の
理
論
的

　
証
明
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
ス
、
・
・
ス
が
、
組
穐
に
よ
る
と
き
、
戦
争
の
勃
発
が
阻
止
さ
れ
、
ま
た

　
は
戦
争
が
よ
り
早
く
終
結
す
る
で
あ
ろ
う
と
な
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
公
債
に
対
し
租
穐
を
選
択
す
る
有
力
な
論
拠
を
見
出
し
て
い
る
事
に

　
つ
い
て
一
言
し
た
い
。
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
、
戦
争
の
発
生
に
伴
う
租
穐
か
公
債
か
の
論
議
よ
り
も
、
戦
争
と
い
う
最
も
不
生
譲
的
な
国
家
活

　
動
の
発
生
そ
の
も
の
の
否
定
の
方
が
よ
り
大
な
る
関
心
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
雫
和
を
出
来
う
る
か
ぎ
り
維
持
し
、
租
穐
経
済
の
安
定
化
を
図

　
る
こ
と
、
こ
こ
に
、
牛
蚕
力
の
発
災
の
条
件
を
ス
ミ
ス
は
見
山
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
か
る
条
件
は
、
戦
費
調
達
上
、
あ
く
ま
で
も

　
租
規
主
義
を
貫
く
こ
と
に
よ
つ
て
大
視
さ
れ
る
と
ス
、
・
・
ス
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
」
（
井
手
文
雄
著
　
新
版
増
訂
「
古
典
學
派
の
財
政
論
」

　
二
九
〇
頁
－
二
九
三
頁
）
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
　
声
ｐ
ｐ
昌
Ｉ
ｃ
っ
昌
三
ポ
ミ
、
一
Ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
．
Ｈ
エ
、
れ
仰
の
諦
旧
と
は
イ
タ
リ
ア
Ｈ
鼠
－
旺
ジ
ェ
ノ
ア
○
ｏ
箏
畠
ヴ
ェ
ニ
ス
く
ｏ
巳
８
　
ス
ペ
イ
ソ
ｃ
っ
り
ｏ
巨

　
フ
ラ
ソ
ス
｝
轟
箏
８
オ
ラ
ン
ダ
■
巨
ａ
｛
勺
８
く
巨
Ｏ
窃
箏
で
あ
る
。
　
（
声
ｑ
｝
昌
Ｃ
Ｏ
旨
ヰ
Ｆ
事
ミ
．
一
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
．
）

（
４
）
声
穿
昌
ｃ
。
昌
事
し
竃
．
一
り
り
．
ｏ
。
・
。
Ｈ
－
・
。
・
。
ド

（
５
）
声
ま
旨
ｃ
つ
旨
享
二
茎
二
り
．
・
。
・
。
Ｈ
．

　
「
兵
期
公
依
の
捌
度
の
慨
行
を
採
川
し
た
旧
衣
は
い
ず
れ
も
次
第
に
疲
弊
し
て
い
る
，
イ
タ
リ
ア
の
諦
共
和
国
が
そ
れ
を
は
じ
め
た
よ
う
に
思

　
は
れ
る
。
ジ
ェ
ノ
ァ
と
ヴ
ェ
ニ
ス
は
独
一
ぺ
を
保
っ
ｔ
い
る
唯
一
っ
の
因
と
い
は
れ
る
が
い
ず
れ
も
長
期
公
伐
の
捌
度
の
た
め
に
疲
弊
し
て
い
る
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
租
税
制
度
は
之
等
の
諦
岡
よ
り
も
川
心
晦
に
か
け
ス
し
と
こ
ろ
が
あ
る
が
こ
の
長
川
公
伐
の
捌
度
の
帆
行
を
イ
タ
リ
ア
の
諦
共
和
困
に

　
学
ん
で
い
る
。
そ
う
し
て
そ
の
ｎ
然
の
力
に
比
例
し
て
こ
れ
箏
の
嗣
以
上
に
疲
弊
し
て
い
る
。
ス
ベ
イ
ン
の
公
依
は
古
い
時
代
か
ら
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
一
シ
リ
ン
グ
の
れ
伏
も
な
い
百
年
も
前
ス
ベ
イ
ン
は
十
六
世
紀
の
終
以
前
に
蝸
に
柵
当
沢
山
の
負
伐
を
も
っ
て
い
た
の

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
灰
開
皿

（
箕
浦
）
　
　
　
　
二
二
三

（
一
一
二
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
ご
二
六
）

　
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
は
天
然
資
源
が
沢
山
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
こ
れ
等
の
諸
国
と
同
種
の
重
い
負
廣
に
苦
し
ん
で
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
連
合
諸

　
州
は
ゼ
ェ
ノ
ア
、
ヴ
ェ
ニ
ス
と
同
じ
く
ら
い
そ
の
負
廣
の
た
め
に
疲
弊
し
て
い
る
。
」
（
声
３
旨
Ｃ
○
冒
岸
戸
ミ
｝
Ｐ
Ｏ
．
Ｏ
．
Ｈ
．
）

（
６
）
声
穿
昌
ｃ
ｏ
邑
言
“
ミ
．
一
〇
．
・
。
・
。
ド

　
レ
イ
ノ
ー
ル
は
「
国
民
の
不
幸
を
招
く
た
め
に
皿
廣
と
い
う
き
ら
う
べ
き
方
法
を
採
用
し
た
政
府
は
、
い
っ
か
は
遂
に
そ
れ
を
放
棄
し
な
く
て

　
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
又
そ
の
政
府
、
か
こ
れ
を
濫
用
す
れ
、
ば
恐
ら
く
は
そ
の
政
府
は
不
信
を
ま
ぬ
が
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
は
、
明
ら
か

　
な
る
証
拠
に
よ
っ
て
確
か
に
断
言
す
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
Ｃ
　
局
～
ｋ
墨
ポ
き
．
き
“
ミ
慧
き
Ｓ
慧
ざ
ミ
一
声
旨
・
。
け
胃
、

ま
員
Ｈ
ミ
・
。
二
〇
冒
Ｌ
く
．
一
Ｐ
Ｎ
べ
凸
（
声
３
昌
Ｃ
Ｏ
昌
亭
ニ
ミ
．
一
〇
．
・
。
・
。
ド
）

（
７
）
声
３
昌
○
つ
邑
言
｝
§
二
り
．
・
。
。
。
ド

　
「
議
会
の
法
律
又
は
勅
令
に
よ
り
六
ベ
ン
ス
、
か
一
シ
リ
ソ
グ
の
名
目
価
絡
を
も
っ
よ
う
に
な
り
従
っ
て
六
ベ
ン
ス
ニ
Ｏ
個
が
一
ポ
ソ
ド
の
名
目

　
価
格
を
も
っ
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
旧
名
目
仙
俗
の
も
と
に
二
〇
シ
リ
ン
グ
即
ち
銀
約
四
オ
ソ
ス
を
借
り
た
人
は
新
名
目
価
格
に
お
け
る
六
ベ
ン

　
ス
を
二
〇
個
即
ち
銀
ニ
オ
ン
ス
弱
を
支
払
へ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
現
在
の
確
定
公
債
及
び
珂
期
公
廣
の
元
金
は
一
億
二
八
○
○

　
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
理
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
貨
幣
の
六
四
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
以
て
償
遺
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
勿
論
こ
れ
は
一
種
の
偽
装
さ
れ
た
る
倣
遮
で
あ
っ
て
公
債
の
廣
権
者
は
そ
の
支
払
は
れ
る
金
額
の
な
か
で
一
ポ
ン
ド
に
対
し
て
一
〇
シ
リ
ソ
グ

　
を
詐
取
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
ト
３
昌
Ｃ
っ
昌
－
亭
・
一
ミ
｝
Ｐ
Ｏ
．
Ｏ
◎
ド
）

（
８
）
ト
註
冒
○
つ
冒
亭
．
二
茎
二
り
Ｐ
・
。
・
。
Ｎ
と
・
。
。
。

　
「
ロ
ー
マ
人
は
ポ
ェ
ニ
戦
争
（
亭
の
勺
目
邑
ｏ
考
ｐ
易
は
紀
元
前
二
六
四
－
一
四
六
年
ま
で
の
ロ
ー
マ
と
カ
ル
タ
ゴ
Ｏ
胃
享
お
ｏ
問
で
行
は
れ
た

　
三
同
の
戦
争
－
雅
者
）
の
塊
一
同
の
終
期
に
お
い
て
す
べ
て
の
貨
幣
の
価
値
を
計
算
す
る
貨
幣
或
は
そ
の
汽
〔
仙
俗
で
あ
る
ア
ス
声
乙
。
（
市
代

　
ロ
ー
マ
に
お
け
る
双
さ
の
革
化
で
一
ニ
オ
ン
ス
約
三
二
七
グ
ラ
マ
で
あ
る
が
、
又
青
銅
貨
と
し
て
元
来
の
〔
方
は
二
一
オ
ン
ス
で
あ
る
１
筆
者
）

　
を
銅
一
ニ
オ
ソ
ス
の
含
有
量
か
ら
雌
か
ニ
オ
ン
ス
し
か
含
ま
な
い
こ
と
に
し
た
。
即
ち
ニ
オ
ン
ス
の
釧
の
糸
□
…
怜
を
ひ
き
上
げ
て
今
迄
の
一

　
ニ
オ
ソ
ス
の
伽
他
を
表
は
す
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
共
和
岡
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
俳
り
入
れ
た
巨
禰
の
炊
務
を
真
大
に
俗
り
入
れ
て
い
た

　
繍
の
六
分
の
一
で
倣
遺
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
急
漱
一
」
し
て
巨
大
な
る
破
産
は
烈
し
い
人
民
の
淋
、
喋
を
ひ
き
お
こ
し
た

　
に
椚
違
な
い
と
現
在
で
は
我
々
は
想
像
し
、
か
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
ひ
き
起
し
た
よ
う
一
」
も
忠
は
れ
な
い
。
そ
れ
を
規
定
し
た
法
律

　
は
貨
幣
に
閑
す
る
他
の
法
律
と
同
じ
く
護
民
廿
９
ま
ご
幕
　
へ
古
氏
ロ
ー
↓
、
に
お
げ
ろ
氏
衆
か
ら
送
山
し
た
る
氏
衆
保
護
青
－
平
者
）
に
よ
っ
て



　
人
民
集
会
に
提
出
さ
れ
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
極
め
て
人
気
の
あ
る
法
律
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
他
の
す
べ
て
の
古
代
の
共
和

　
国
に
お
げ
る
と
同
じ
く
貧
し
い
人
々
は
富
裕
な
る
人
々
や
上
流
の
人
々
に
対
し
て
絶
へ
ず
負
債
を
負
っ
て
い
て
こ
れ
等
の
人
々
は
侮
年
選
挙
に

　
際
し
て
票
を
確
保
す
る
た
め
に
極
め
て
高
利
で
貨
幣
を
貸
付
げ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
利
は
決
し
て
支
払
は
れ
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
債

　
務
者
が
弁
済
で
き
な
い
又
策
三
者
が
債
務
老
の
た
め
に
弁
済
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
程
巨
額
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
債
務
者
は

　
極
め
て
苛
酷
な
る
執
行
を
お
そ
れ
て
何
等
の
報
酬
を
う
げ
ず
に
債
権
者
の
推
薦
す
る
候
補
者
に
投
票
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
あ

　
る
。
収
賄
と
買
収
と
に
っ
い
て
の
法
律
が
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
候
補
者
の
贈
物
は
元
老
院
。
・
彗
斗
ｏ
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
る
時
折
の
穀
物
の

　
配
分
と
と
も
に
ロ
ー
マ
共
和
国
の
後
半
の
時
期
に
お
い
て
は
貧
し
い
市
民
が
そ
の
生
計
費
を
獲
得
す
る
主
た
る
基
金
～
己
の
と
な
っ
て
い
た

　
の
で
あ
る
。
貧
し
い
市
民
は
債
権
者
に
対
す
る
こ
の
服
従
を
免
れ
る
た
め
廣
務
の
完
全
な
る
撤
廃
又
は
「
新
法
」
　
乞
ｏ
事
↓
～
巨
窪
と
呼
ん
で

　
い
た
と
こ
ろ
の
即
ち
累
積
し
た
債
務
の
一
部
分
の
弁
済
を
以
て
完
済
し
た
こ
と
に
す
る
法
律
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
貨
幣
の

　
名
目
価
格
を
い
ま
ま
で
の
価
値
の
六
分
の
一
に
引
下
げ
る
と
い
う
法
律
は
真
実
の
債
務
の
六
分
の
一
を
以
て
償
還
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
最

　
も
有
利
た
新
法
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
国
民
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
富
者
と
権
力
者
と
は
債
務
の
切
捨
又
は
新
法
の
設
定
に
数
回
に
亘
っ
て
同
意

　
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
同
意
し
た
こ
と
は
一
部
は
こ
の
理
由
に
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
又
一
部
は
富
者
や
権
力
者
が
指
導

　
権
を
も
っ
て
い
る
政
府
が
公
共
的
収
入
を
解
放
す
れ
ぱ
そ
の
活
力
を
回
復
す
る
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
種
の
操
作
は
一
億
二
千
八
百

　
万
ポ
ソ
ド
の
債
務
が
…
十
三
万
三
千
三
百
三
十
三
ポ
ソ
ド
六
シ
リ
ン
グ
八
ベ
ン
ス
と
な
る
。
第
二
回
の
ポ
ェ
ニ
戦
争
の
と
ぎ
は
ア
ス
は
更
に
そ

　
の
価
値
が
引
下
げ
ら
れ
た
。
即
ち
策
一
回
は
ニ
オ
ン
ス
の
銅
が
一
オ
ン
ス
に
な
り
、
第
二
回
は
一
オ
ソ
ス
で
半
オ
ン
ス
に
下
げ
ら
れ
た
。
即
ち

　
最
初
の
価
値
の
二
十
四
分
の
一
に
引
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
ロ
ー
マ
の
歴
史
に
関
す
る
本
章
は
曽
旨
ざ
甲
乞
一
－
ま
　
ｋ
×
×
昌
一
〇
君

　
旨
．
に
よ
っ
て
い
る
が
現
代
の
論
評
は
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
事
実
は
単
純
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
発
見
せ
ら
れ
て
い
る
〕
。
　
ロ

　
ー
マ
の
こ
の
三
っ
の
操
作
を
一
っ
に
し
て
行
う
と
す
れ
ば
現
在
の
貨
幣
で
一
億
二
千
八
百
万
ポ
ン
ド
の
債
務
も
直
ち
に
五
百
三
十
三
万
三
千
三

　
百
三
十
三
ポ
ン
ド
六
ベ
ン
ス
八
シ
リ
ン
グ
に
切
り
下
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
方
法
に
よ
れ
ぼ
イ
ギ
リ
ス
の
巨
額
た
る
公
債
も
直
ち

　
に
償
還
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
声
ｑ
｝
旨
ｃ
っ
冒
ざ
Ｆ
ミ
～
二
〇
ｐ
ｏ
◎
ｏ
◎
ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
卜
）

（
９
）
声
註
旨
ｏ
ｏ
冒
事
一
§
計
ｏ
．
。
。
。
。
ト

（
１
０
）
　
声
３
昌
ｃ
つ
旨
岸
戸
§
｝
Ｐ
ｏ
．
ｏ
。
仁
．

　
「
例
へ
ぱ
イ
ギ
リ
ス
の
銀
貨
の
一
ポ
ン
ド
の
中
に
は
現
在
の
標
準
に
よ
る
一
八
ベ
ニ
イ
・
ウ
ニ
イ
ト
勺
雪
目
Ｋ
－
奉
９
０
ｑ
葦
の
合
金
が
あ
る
が
、
こ

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
皿

（
箕
浦
）
　
　
　
　
三
五

（
三
一
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
　
（
ご
二
八
）

　
れ
に
対
し
て
八
オ
ン
ス
の
合
金
を
混
入
す
る
な
ら
ば
一
ポ
ン
ド
即
ち
こ
の
よ
う
な
貨
幣
の
二
〇
シ
リ
ン
グ
は
現
行
貨
幣
の
六
シ
リ
ン
グ
八
ベ
ン

　
ス
強
の
価
値
し
か
も
た
な
く
た
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
現
行
の
貨
幣
六
シ
リ
ン
グ
八
ベ
ソ
ス
に
含
有
さ
れ
る
銀
量
は
ほ
ぼ
一
ポ
ソ
ド
と
い
う

　
名
目
価
格
ｑ
竃
Ｏ
旨
－
量
饒
旨
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
た
る
。
」
（
声
３
員
Ｃ
○
昌
ヰ
Ｆ
婁
～
・
一
君
・
Ｏ
．
Ｏ
。
や
Ｏ
◎
Ｏ
。
岬
・
）

（
ｕ
）
　
Ｕ
貝
Ｏ
彗
ｏ
ｑ
ｏ
９
易
ｏ
っ
胃
さ
く
ｏ
８
峯
昌
９
ご
艘
ｏ
民
彗
ｏ
２
ｏ
巨
屋
ｏ
ｑ
巨
昌
・
こ
れ
は
貨
幣
に
行
は
れ
た
変
動
の
表
を
示
し
て
い
る
。
そ
う

　
し
て
こ
れ
は
－
０
里
彗
９
宇
ミ
“
ミ
旨
、
Ｑ
§
～
Ｓ
き
§
ミ
Ｓ
き
、
、
、
§
§
弓
竃
よ
り
参
照
し
て
い
る
が
こ
れ
の
二
一
八
頁
に
は
役
人
は

　
誓
約
に
よ
っ
て
そ
の
秘
密
を
誓
は
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
入
手
の
容
易
た
る
く
ｏ
Ｈ
◎
ｐ
崇
竃
“
唐
ミ
尽
§
吻
ミ
、
ぎ

　
９
§
§
ミ
§
ｏ
｝
Ｈ
昌
・
＊
巨
・
一
＆
・
ｏ
｛
ミ
胃
一
ｐ
Ｈ
ミ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
　
（
宰
註
昌
ｃ
っ
昌
ま
７
ミ
｝
ｐ
ｏ
．
ｏ
◎
岬
・
）

（
１
２
）
　
ト
註
目
ｃ
Ｏ
Ｂ
｝
Ｆ
ま
～
．
一
Ｐ
ｏ
．
ｏ
．
ｍ
．

（
１
３
）
　
声
ま
昌
ｃ
つ
昌
｝
Ｆ
ミ
｝
Ｐ
ｏ
◎
ｏ
。
蜆
．

（
１
４
）
　
ト
註
旨
ｏ
ｏ
旨
岸
７
嚢
｝
君
．
ｏ
．
ｏ
．
ｍ
ｌ
ｏ
．
ｏ
。
◎
．

（
１
５
）
声
３
昌
ｃ
ｏ
昌
亭
し
ミ
～
．
一
君
．
。
。
ｏ
。
甲
８
ｏ
．

（
１
６
）
　
拙
稿
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ト
オ
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
」
　
１
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政

　
思
想
内
　
　
　
（
立
命
館
経
済
学
　
第
十
四
巻
　
第
三
号
）
　
二
　
註
　
（
５
）
。
リ
ヵ
ア
ト
ォ
の
減
債
基
金
論
に
つ
い
て
我
国
で
は
井
手
文
雄
訳

　
「
リ
カ
ア
ド
ウ
公
債
論
」
が
あ
り
、
　
「
リ
カ
ア
ド
ウ
の
減
債
基
金
論
」
な
る
極
め
て
詳
細
に
し
て
巨
大
な
る
研
究
　
　
（
井
手
文
雄
著
　
新
版
増

　
訂
「
古
典
學
派
の
財
政
論
　
策
三
編
　
リ
カ
ア
ド
ウ
の
減
債
基
金
論
　
三
二
七
頁
－
四
四
五
頁
）
が
あ
り
、
高
木
教
授
の
費
董
な
る
研
究
（
高

　
木
寿
一
著
「
近
世
財
政
思
想
史
」
第
九
章
　
リ
カ
ア
ド
オ
の
租
税
・
公
債
理
論
　
一
五
五
頁
－
一
七
二
頁
）
を
初
め
と
し
そ
の
他
重
要
な
る
研

　
究
神
戸
正
一
稿
「
戦
投
の
財
源
と
し
て
の
公
債
」
（
経
済
学
諭
集
節
十
巻
塘
十
二
号
、
第
十
一
巻
第
二
号
）
な
ど
多
数
の
も
の
が
あ

　
り
敢
て
こ
こ
に
そ
の
再
説
す
る
の
必
要
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

（
１
７
）
　
公
債
の
償
逃
の
た
め
に
毎
年
一
般
会
計
よ
り
一
定
の
資
金
を
繰
り
入
れ
、
公
債
の
傲
遺
に
あ
て
る
特
別
の
基
金
会
計
を
、
減
倹
基
金
と
い

　
う
。
学
説
史
上
最
も
有
名
た
の
は
、
一
七
七
二
年
プ
ラ
イ
ス
が
考
案
し
、
一
七
八
六
年
小
ピ
ッ
ト
が
大
施
に
移
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
減
債
基
金
で

　
あ
る
。
こ
の
方
法
は
毎
年
一
〇
〇
ホ
ソ
ド
を
一
般
会
計
よ
り
火
金
に
繰
り
入
れ
て
公
依
を
…
以
上
げ
、
こ
の
公
伐
の
利
千
と
侮
年
の
繰
入
金
と
を

　
加
え
た
資
金
で
、
さ
ら
に
公
伏
を
貫
い
上
げ
る
よ
う
に
し
、
総
緬
二
億
六
七
〇
〇
万
ホ
ン
ド
の
公
伐
を
五
〇
年
問
で
倣
遮
し
よ
う
と
し
た
も
の

　
で
あ
る
。
現
実
に
は
基
金
繰
入
れ
の
た
め
、
旧
伏
以
上
に
高
利
の
新
債
を
募
集
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
の
で
、
実
貫
的
効
果
を
あ
げ
る
に
い



　
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
基
金
の
存
在
に
よ
り
、
租
税
の
軽
減
を
阻
止
し
て
国
庫
余
剰
作
出
の
効
果
を
あ
げ
、
高
利
借
換
え
に
よ
っ
て
、

　
公
債
元
本
を
減
じ
、
ま
た
、
低
落
し
た
公
債
価
格
を
引
き
上
げ
、
の
ち
に
低
利
借
換
え
を
す
る
素
地
を
っ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
基
金
は
、

　
け
っ
き
よ
く
一
八
二
九
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
一
八
七
五
年
に
ふ
た
た
び
設
け
ら
れ
た
と
き
は
、
国
庫
の
真
の
余
剰
を
年
々
繰
り
入
れ
る
こ
と

　
に
努
め
た
。
　
（
体
系
「
経
済
学
小
辞
典
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
四
五
七
頁
－
四
五
八
頁
に
よ
る
）
　
「
リ
カ
ア
ド
ウ
に
よ
っ
て
批
判
の
対
象
と
さ

　
れ
た
減
債
基
金
制
度
は
、
複
利
累
積
の
機
構
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
一
千
七
百
八
十
六
年
、
ピ
ッ
ト
の
減
債
基
金
制
度
が
実
施
さ
れ
て
以

　
来
、
リ
カ
ア
ド
ウ
時
代
ま
で
、
英
国
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
来
た
減
債
基
金
制
度
は
、
実
に
、
こ
の
複
利
累
積
と
い
う
作
用
を
基
礎
に
持
っ
て

　
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
そ
の
問
、
種
々
の
表
面
的
た
変
改
は
加
え
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
複
利
累
積
の
機
構
を
も
っ
点
に
お
い

　
て
、
本
質
的
に
は
不
変
で
あ
っ
た
。
リ
カ
ア
ド
ウ
が
、
批
判
の
対
象
と
し
て
、
こ
の
種
の
減
債
基
金
制
度
を
選
ん
だ
の
は
、
蓋
し
当
然
の
事
で

　
あ
つ
た
。
彼
と
て
も
、
か
か
る
減
債
基
金
制
度
が
唯
一
の
も
の
と
は
考
え
て
い
な
か
つ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
減
債
基
金
制
度
の
中
で
最
も
有
力
た

　
る
も
の
と
考
え
、
之
を
批
判
す
れ
ば
、
他
の
種
の
減
債
基
金
制
度
を
批
判
す
る
必
要
は
た
い
と
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
」
（
井
手
文
雄
著
　
新
版

　
増
訂
「
古
典
學
派
の
財
政
論
」
三
三
五
頁
）

（
１
８
）
Ｐ
霞
８
ａ
９
穿
。
。
嵩
昌
豪
｝
声
己
昼
ｃ
つ
重
彗
一
お
Ｎ
０
．
俸
畠
一
亭
冒
。
・
｝
雰
く
げ
き
○
ｏ
＝
・
。
Ｎ
べ
．

（
１
９
）
　
穴
胃
－
９
ｏ
巨
Ｈ
ｏ
。
震
－
宕
お
　
ｏ
ｏ
◎
Ｎ
邑
ま
乙
り
。
・
ｏ
易
ｏ
ぎ
ヨ
ー
ｏ
訂
向
ユ
ぎ
訂
；
長
彗
昌
一
Ｕ
彗
昌
カ
ー
８
邑
易
○
Ｈ
旨
島
霧
ｏ
訂
彗
ｑ
胃

　
く
Ｏ
寿
Ｏ
。
ま
Ｈ
蒜
Ｏ
罫
津
目
■
ｑ
団
霧
け
¢
亮
昌
長
一
い
｝
箒
・
一
畠
０
０
　
鷲
野
隼
太
郎
「
リ
カ
ル
ド
経
済
学
」

（
２
０
）
　
井
手
教
授
は
「
公
債
を
排
斥
す
る
の
余
り
、
租
税
重
圧
の
国
民
経
済
に
及
ぽ
す
影
響
を
軽
硯
し
た
こ
と
が
、
彼
の
理
論
の
迷
路
の
発
端
を

　
な
し
た
。
し
か
し
て
、
更
に
、
節
約
に
よ
る
資
本
の
檜
大
を
以
て
、
一
国
産
業
を
隆
盛
に
導
く
要
囚
な
り
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
発
端
の
原

　
因
が
滞
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
が
公
債
を
排
斥
し
て
租
穐
を
撰
ん
だ
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
当
時
は
賓
本
主
義
興
隆
期
に
あ
た
り
、
資
本
の

　
過
剰
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
不
足
が
嘆
か
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
か
か
る
状
勢
の
中
で
、
公
債
が
因
民
経
済
上
有
害
な
り
と
考
え
ら
れ
た

　
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
当
時
は
白
由
放
任
の
忠
楓
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
政
府
の
支
出
は
、
戦
孜
（
原
典
は
貴
と
さ
れ
て
い
る
。
誤
柚

　
な
ら
ん
－
筆
者
）
の
み
な
ら
ず
、
他
の
一
切
の
郁
門
の
支
山
が
不
生
麓
的
な
り
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
岡
家
経
孜
は
出
来
う
る
限
り
小
額
な
る

　
が
の
ぞ
ま
し
か
っ
た
。
し
か
し
て
、
か
か
る
小
棚
の
経
投
を
支
弁
す
る
に
要
す
る
程
度
の
租
租
な
ら
ぼ
、
企
業
家
は
充
分
に
担
規
能
力
あ
り
と

　
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
た
。
か
く
て
資
本
主
義
興
隆
期
の
財
政
々
策
は
、
経
費
は
出
来
得
る
限
り
節
減
し
、
収
入
は
す
べ
て
租
税
を

　
以
て
賄
い
、
牧
支
均
衡
を
厳
密
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
以
て
、
最
良
の
方
法
と
し
た
。
リ
カ
ア
ド
ウ
は
、
ま
さ
に
、
右
の
如
き
新
興
資
本
主

Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
皿

（
箕
浦
）
　
　
　
　
三
七

（
三
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
五
巻
・
第
二
号
）

一
三
八
　
（
三
二
〇
）

　
義
の
財
政
々
策
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
当
時
、
う
ち
っ
づ
く
戦
争
の
た
め
に
、
公
債
の
異
常
な
る
膨
脹
を
ま
の
あ
た
り
見
せ
っ
げ

　
ら
れ
て
、
彼
の
主
張
は
勢
い
極
端
に
走
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
斯
く
て
、
戦
費
は
絶
対
に
租
規
に
よ
る
べ
し
、
と
い
う
主
張
と
な
り
、

　
理
論
的
矛
盾
を
暴
露
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
　
（
井
手
文
雄
著
新
版
増
訂
「
古
典
學
派
の
財
政
論
」
四
四
四
頁
－
四
四
五
頁
）
と

　
さ
れ
て
い
る
。

（
２
１
）
Ｎ
◎
員
鶉
げ
胃
畠
ｏ
↓
濤
旨
胴
く
８
ｃ
つ
け
§
藪
ｏ
～
竃
彗
一
岩
○
閉
．
団
彗
旨
乙
。
叶
胃
ぎ
く
◎
一
雰
色
ヰ
。
・
ｏ
ぎ
巨
庁
ぎ
卑
一
ぎ
雪
昌
。
・
彗
く
◎
昌
持
－

巨
婁
昏
胃
冒
く
己
霞
８
ま
Ｏ
。
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